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はじめに

本稿は大谷大学における共同研究班 元朝～明朝初期の言語接触に関する文

献学的研究 班での共同研究の成果である。本研究は、習俗、文化、言語を異

にする多様な人間集団がユーラシア規模で行き交った13・14世紀のモンゴル時

代、モンゴル支配下にあった中国本土を含むユーラシア東部における言語接触

や多言語環境について、主に漢語とモンゴル語相互の影響関係を中心に、一次

史料にもとづいて具体的に解明しようとする試みである。モンゴル時代の多言

語史料に対応するべく、モンゴル語、漢語、トルコ語、ペルシア語、チベット

語それぞれの文献に通暁した研究者が集まって研究班を組織し、具体的な史料

として、下記に挙げる14世紀モンゴル時代の漢語・モンゴル語合璧碑文をとり

あげ、共同で読解をおこないながら言語・歴史両面からの分析・検討を進めて

いる。

１． 張氏先 碑 （1335年：中国、内モンゴル自治区赤峰市翁牛特旗、現存、以下

張応瑞碑 と略称）

２． 達魯花赤竹君之碑 （1338年：中国、内モンゴル自治区赤峰市翁牛特旗、現

在所在不明）



３． 居庸関過街塔六体合璧造塔功徳記 （1345年：中国北京市、現存）

４．勅賜興元閣碑（1347年：モンゴル国、ウランバートル市のモンゴル科学アカ

デミー 古研究所及びハラホリン郡カラコルム博物館に一部現存）

５． 西寧王 都公神道碑 （1362年：中国、甘粛省武威市永昌鎮、現存、以下 ヒ

ンドゥー碑 と略称）

これらの史料研究のために、モンゴル国ウランバートル、ハラホリン、中国

内モンゴル自治区、甘粛省、北京市などの遺跡、図書館、博物館などに赴いて、

現地での原碑や拓本の調査も並行して行っている。

本稿は、これらの碑刻資料のうち、漢語・モンゴル語バイリンガルで書かれ

た碑文 達魯花赤竹君之碑 の訳註の試みである。この碑刻は、モンゴル時代

の有力王族コンギラトQongγirad 馬家に仕えたジグンテイ Jigunteiという

人物の事跡を刻むもので、漢文面碑額に 神道碑銘 と記されているように、

もともとジグンテイの葬られた墓の前に立てられていた。

碑刻は現存しないが、戦前に倒れた状態で発見された碑刻の調査記録によれ

ば、碑の全長は１丈３尺２寸（約4m）、幅は３尺８寸（約1.2m）、とある［田村

1937,p.80］。現在見ることのできる拓本のサイズから推して、ここでいう碑の

全長とは碑首と碑身をあわせた長さを指すと えられる。いっぽう、翁牛特旗

志 によれば、碑の材質は大理石、高さは4.67m、幅は1.51m、厚さは27cmで

あるという［翁牛特旗志編纂委員会1993,p.726］。いずれにせよ、亀 の上に

載っていた碑が立っていた当時は、高さ5m近くに及ぶ偉容を誇っていたはず

である。碑陽は漢文で記され、27行から成り、１行あたりは最大で70字である。

モンゴル朝廷にかかわる聖なる語は、２字あるいは１字の擡頭により表記され

る。碑陰はウイグル字モンゴル文で記され、37行から成る。やはり聖なる語を

擡頭により示す。碑身の上部には碑額が附せられ、碑陽には４行20字から成る

篆字漢文、碑陰には３行から成るウイグル字モンゴル文が刻まれる。碑刻はカ

アン qaγan（皇帝）の口頭による命令文書ジャルリグ arliγ（聖旨）を奉じて立

てられたいわゆる勅建碑であり、カアンの命により、漢文面の撰者は当時屈指

の漢人文人官僚掲 斯、書者はカンクリ族の能書家 、篆額者は尚師簡が任

じられた。そして、先に掲 斯が漢文を撰述し、後でその漢文の文章にもとづ

いて碑陰のモンゴル文が撰述されるという手順で碑文は作成された。大きさと

いい、拓本からうかがえる漢文面とモンゴル文面の書字の美しさと刻字の深さ
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といい、堂々たるモンゴル時代の勅建碑であると言えよう。

さて、ジグンテイが属したコンギラト部は、モンゴル時代屈指の有力王族と

して名高い。コンギラト部は、モンゴル勃興以前、モンゴリア東部に大きな勢

力を有した遊牧民集団であった［岡田 1985］。チンギス家とは早くから婚姻を

つうじて協力関係をとりむすんでおり、チンギス・カン Cinggis qanによるイ

ェケ･モンゴル･ウルスYeke Mongγol ulus（大モンゴル国）の建国およびそのあ

との拡大過程においては、コンギラト部のなかでも、デイ・セチェン Dei Secen

（チンギスのカトゥン qatun（皇后）ボルテBorteの父）とアルチン・ノヤンAlcin
 

noyanの父子が非常に重要な役割を果たした。以後、その家系は、最大の譜代

功臣として、そしてまたチンギス家の姻族（Mong.quda）として、厚遇されるこ

ととなった。その結果、コンギラト部の牧民集団には、シリン・ゴルから熱河

に至る広く豊かな草原地帯が遊牧地として与えられた［杉山 1992,pp.100-

101］。当主のアルチン・ノヤン家は大興安嶺南端一帯を分封地として与えられ、

そこで代々遊牧生活を営んだ。クビライQubilaiの大元ウルス建国後には、夏営

地に応昌府城、冬営地に全寧府城という二つの城郭都市を築いて拠点とした。

そして、アルチン・ノヤンの娘チャブイ Cabuiがクビライに嫁ぎ正后となった

結果、コンギラト部アルチン・ノヤン家は通婚関係によって帝室と緊密に結び

つき［宇野 1993,1999］、大元ウルスの姻族たる 馬家として栄華をきわめた

のであった。

本碑の主人公ジグンテイは、もともとダルマバラ Darmabala（皇太子チンキム

Cinkimの嫡子）の娘センゲ・アガ Sengge aγa（センゲラギ・アガ Senggeragi aγa）

が、コンギラト 馬家のディウバラ Diwubalaのもとに嫁いださいに随従した

付き人（Mong.ine）だった。彼はそのままコンギラトの一員となり、当主の魯

王ディウバラおよび魯国大長公主センゲ・アガに仕えて、諸色人匠 総管府副

ダルガチに任じられ、コンギラト家に所属する戸口や財産の管理に当たった。

そのほかに目立った官歴を残すことはなく、至治三年（1323年）に数え年42歳で

亡くなっている。

その後、コンギラト家からセンゲ・アガの娘のブダシリ Budasiriがハイシャ

ンHaisanの子トク・テムル ToγTemurに嫁いださいに、今度はジグンテイ

の子サルゲスゲブ Sargesgebがインジェとして随行した。そののちサルゲスゲ

ブはケシグ kesigの一員として、トク・テムルの身辺に仕えた。いわゆる天暦の
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内乱を乗り越えてトク・テムルがカアンに即位すると、サルゲスゲブは奉宸庫

提点を皮切りに、中央政府の官を歴任し、宮相府副総管に任じられた。トク・

テムルの死後、カトゥンのブダシリが大権を掌握し、サルゲスゲブは彼女の後

ろ盾を得て、実権のないカアンのトゴン･テムル Toγon Temurから、父の墓前

での勅建碑建立を認める聖旨を賜ることに成功する。こうした経緯を経て、本

碑はジグンテイ自身の死から15年後の至元四年（1338年）に、子のサルゲスゲブ

の栄達により立てられたのであった。

クリーヴスがつとに強調しているように、本碑を含めたいくつかの14世紀の

漢語・モンゴル語バイリンガルの碑刻史料は、第一に元史研究のための歴史史

料として、第二に当時の古いモンゴル語を書写した言語史料として重要な価値

を持つ［Cleaves 1951,p.4］。

本碑についていえば、歴史史料として特筆すべきなのは、モンゴル時代の遊

牧民の婚姻で嫁入りに付き従うインジェについて詳細に記した希有な実例であ

るとともに、コンギラト部というモンゴル有力王族に仕えた一臣僚の事跡を記

したものでもあるということである。正史などにはけっして残ることのない本

来は無名だったはずの人物の事跡を詳細に伝える本碑は、手がかりの少ないモ

ンゴル時代の分封勢力の内実に迫ることを可能にする数少ない史料である。ま

た、ジグンテイが仕えたのがコンギラト 馬家に嫁いだ公主センゲ・アガであ

り、そしてまた立碑の後ろ盾となったのがコンギラト出身の皇后ブダシリであ

り、いずれも元代中後期の政治・文化を えるうえで欠かすことのできない女

性王族であることも、本碑の歴史史料としての重要性を高めている。

いっぽう、言語史料として貴重なのは、これだけまとまった分量を有する14

世紀のモンゴル語史料は非常に数が少ないということである。また、モンゴル

文面は漢文をもとにして作られたもので、モンゴル時代の多言語状況と言語接

触を 察するための材料を提供する点でも重要である。本碑のモンゴル語には、

元朝秘史 に典型的に見られるモンゴル口承文芸を起源とする表現、大元ウ

ルス皇族が発令した命令文に見られるウイグル起源の文書行政用語、そして 孝

経 のモンゴル語訳と同様な儒教的概念が反映されており、14世紀前半の大元

ウルスにおける文化状況が如実に示されていると言ってよい。しかしながら、

日本のモンゴル学界において、本碑がモンゴル語資料として注目されることは、

今までなかった。

達魯花赤竹君之碑 訳註稿



本碑の研究史については、クリーヴスの論文［Cleaves 1951,pp.4-12］に詳

しいが、以下に概略を記しておこう。本碑の漢文面はつとに 熱河志 （1781

年）、 承徳府志 （1887年）などに移録された。碑石の所在は、 熱河志 に 元

中順大夫準台墓在烏丹城南七里 、 碑今尚在 とあり、清代乾隆年間の段階で

は、オンニュート旗烏丹城近くのジグンテイ墓近くに石碑がまだ立っていたこ

とが分かる。その後、碑石は倒れて地中に埋もれてしまい、民国３年（1914

年）、烏丹城から八里の南梁子で地元民によって地中から発掘され、烏丹城河南

関帝廟に運び込まれたという（ 赤峰県誌略 （1933年））［田村 1937,p.79］。いっ

ぽう、別の伝聞によれば、碑石は民国10年（1921年）に発見された。もともとは

烏蘭板附近の耕地に碑石と亀 が埋もれていて、北側には古墓のような墳丘が

あり、附近の地表には や瓦の断片があったという。［翁牛特旗志編纂委員会

1993,p.726］。そののち満洲国時代になってから遺跡調査が進展するなか、

1937年に羅振玉の息子羅福頤が国内の碑刻を集成した 満洲金石志 を編纂し

たが、そこには新しく採られた拓本にもとづいて本碑の漢文面を移録するとと

もに、 熱河志 及び 畿輔通志 の註、銭大 潜研堂金石文跋尾 の関連部

分、羅振玉による跋文（ 家大人跋 ）、そして羅福頤の注記を掲載する。羅福頤は

ここで 此碑原在赤峯縣烏丹城南、今 烏丹警察署 と記している。

1935年、京都帝国大学のグループが現地調査を行い、碑石そのものを確認し

た。その調査報告である田村実造 烏丹城附近に元碑を探る （1937年）による

と、本碑は、（烏丹）城南路傍に半ば土中に埋れてあ った［田村 1937,p.79］

という。

その後、本碑は所在不明となり、現在に至る。1993年に出版された 翁牛特

旗志 の編纂過程で、石碑の出土地の調査がおこなわれたが、石碑と亀 とも

にすでに存在しなかったとのことである［王 1995,p.686］。蒙古学百科全書・

文物 古巻（中文版） に掲載される本碑の項目には、 原碑已佚 とある［蒙古

学百科全書編輯委員会 2004,p.490］。

本碑のモンゴル文面の最初の本格的な研究は、上述のクリーヴスによるもの

であり［Cleaves 1951］、その後、リゲティによるローマ字転写［Ligeti 1972,

pp.51-58］、ドブによる移録と語註［Dobu 1983,pp.269-306］、トゥムルトゴ

ーによる移録と文献目録［Tumurtogoo 2006,pp.20-23］が公表されてきた。

現時点で公表されている拓本には、京都帝国大学グループが採拓し、田村論文
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に掲載されたもの［田村 1937,plate］（京都大学文学部東洋史研究室蔵）と、クリ

ーヴス論文に掲載されたもの［Cleaves 1951,plate I-XXXII］の２種がある。

その他、未公表のものとして、中国国家図書館善本部、東洋文庫、大阪大学附

属図書館石浜文庫、広島大学大学院文学研究科東洋史学研究室（鴛淵一旧蔵）に

それぞれ本碑の拓本が所蔵されていることが判明している［堤 2006；寺池

1987］。本稿では、主としてクリーヴス論文所載の拓影を利用し、また、巻末に

転載した東洋文庫所蔵拓本の拓影を随時参照した。同拓本は、前田直典が先駆

的に利用した学史的に重要な拓本でもある［前田 1973,p.36］。

本稿は、研究班のメンバーである、渡部洋（大谷大学）、松川節（大谷大学）、小

野浩（京都橘大学）、古松崇志（岡山大学）、石野一晴（京都大学）、毛利英介（京都

大学）、伴真一朗（大谷大学）、清水奈都紀（奈良大学）全員の共著によるものだ

が、分担部分においては末尾に担当者名を記してある。また、漢文部分の著録・

訓読文・現代日本語訳・註釈は、古松・毛利・石野が担当した。前述のとおり、

本来は漢文面が先に来るものであるが、モンゴル語の読解を優先して、モンゴ

ル文面を先にして、漢文面を後にした。そして、モンゴル文面と漢文面で内容

が重なる部分については、モンゴル文面で優先的に註記を附し、漢文面の註記

は最小限度にとどめてある。

前述のとおり、本碑については、稀代のモンゴル文献学者であるクリーヴス

が半世紀以上前に残した偉大な業績がある。依然として裨益するところ大であ

り、本稿における訳註もその多くをクリーヴスに依拠している。いっぽうで、

その後のモンゴル時代史（あるいは元代史）、モンゴル文献学、漢語史など関連分

野における研究の進展をふまえ、ところどころその補訂が必要になってきてい

ることも事実である。本研究では、できるかぎり最新の知見をとりこむべく努

めたが、班員の力量不足、作業に傾注できる時間の不足もあり、じゅうぶんに

検討できなかった課題も数多く残されているし、じつのところ註記の粗密も統

一できていない。しかしながら、まずはこの貴重な史料を容易に利用できるよ

うにするべく、日本語の試訳を提示することじたいに意味があると え、訳註

の公表にふみきることにした。したがって、本稿は本研究班における共同研究

の途中経過報告というべきものであり、他日のさらなる補訂を期したい。今回

訳註稿 と題する所以である。ご寛恕願うとともに、博雅の示教を乞う次第

である。
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１．モンゴル文面の転写と逐語訳

モンゴル語のローマ字転写は、リゲティ式に基いた。碑額部分は行番号［h01］

～［h03］で示し、本文は行番号［01］～［37］で表記した。なお、行番号の肩に

＊マークのある行は擡頭されていることを示し、単語の左肩に マークのある

ものは、直前に空格があることを示す。
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-tur kurbesu.

に至ると、

Diwubal-a

ディウバラ

ong

王は

imayi

彼を

masi dotonalan

非常に親しく

asaraquibar

世話することにより、

anu

彼らの

［03］ yasun-taγan

一族に（←自分の)

Qongγirad

コンギラドに

bolγau

なして

Son-

全

ningvuu

寧 府

balγasun-

城
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tur

に

saγulγaγsan auγu.

居らせたのであった。

acige

父

inu

（←彼の）

Aen

はエジェン

neretu.

という名で、

aγali aburi

性格 と

yabudal inu

行状（←彼の）が

sayin-u tula-ta

良 いために、

olan

多くの

qari

国

-yin

の

irgen

民は

imayi

彼を

acige

父

［me］tu kundulen

のように敬う

auγu

のであった。

Jiguntei

ジグンテイは

burun

(といえば)、

morid

ウマ・

uked

ウシ・

qonid

ヒツジ

aduγun-a

畜群に

eber

？

［04］ bukuiber.

であることにより、

sayin

良き

kumu

人を

manaγulsun

見張り

bolγan

となして

tusiu

任せ、

ebesun

草

usun

水 に

daγan

従い

aduγun-i belcigeu

畜群を放牧させ、

es-e ber oγsaγulbasu

一箇所に止めないのに

ende

此処

tende

其処に

ulu butaran

散らばることなく

kedun

幾

tumed

万

-te

に

kurtele

至るまで

oskegulugsen

増やした

auγu.

のであった。

［ad］uγun-i

畜群 を

ayin

このように

oqis-iyar

適切 に

oskegulur-un

増やすにあたって、

mun

彼が

nasu

年

buri

毎に

uguler-un

言うところは、

namayi irgen

我れに民を

medegulun

知らしめ

［05］ tusibesu.

任せるなら、

mun

同じく

ene ku metu

このように

asan cidaqu bulege

治められるのだ、

bi

我れは

kemen auγu.

と言うのであった。

anu ortu dotor-a burun

彼らの府のなかではというと、

imayi

彼を

sayisiγan

誉め、

maγtaγdau

［彼は］称えられ、

ardem-tu

有徳

bukui-yin tula.

であるために、

Diwubala ong

ディウバラ王は

imayi

彼を、

yeke

大

u［il］e

事 を

qadaγalan

管掌することが

cidamu -e

できるぞ

kemen

と、

nasuda.

常に

［06］ deger-e

お上に

uegulsu

示そう

kemebesu.

と言うと、

ici

また、

mun

彼が

odun barabasu

去ってしまえば

bidan-u

我々の
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ortu

府 の

dotor-a

中で

yambar be

いかなる

uile bolbasu.

事が起ろうと

aruγdaqu

使われる

keregtu

有用な

kumun

人は

ugei boluγu

居なくなってしまう

kemen

と

ociu burun.

奏上すると、

imayi

彼を

gonling

管 領

-

sui

随

-luu

路

-dabu

打捕

-［y］ing

鷹

-［v］ang

房

-cuu

諸

-sai

色

-z-in

人

-seng

匠

-ding

等

-qu

戸

-sen

銭

-leng

粮

-

duu

都

-sunggon

総管

-vuu

府

-yin

の

vu

副

daruγaci

ダルガチ

bolγaγad

となして

［07］ ceu

朝

-le-daivu

列大夫

sangon-iyar

散官として

son

宣を

soyurqaγuluγsan

賜わらせた

auγu.

のであった。

qoyina

後に

basa

また

iγduriγulu

昇進させて

cungsun

中 順

-daivu

大夫

sangon-iyar

散官として

mun

同じ

sunggon

総管

-vuu

府

-yin

の

daruγaci

ダルガチ

bolγan.

となし、

son oggegulugu.

宣を与えさせた。

teyin

そのように

yabuγad

して

arb［a］n

十

ulegu

余

od

年

bolu

経ち、

qadaγalaγsan

管掌した

ed sang

財庫

-un

の

oraqu

収

γarqu

支の

uile-yi

仕事を

oqis-iyar

適切に

bolγan

して

［08］ qadaγalaγad

管掌して

od

年

buri

毎に

niiged

それぞれ

tumen

一万

ulegu

余りの

sukes

錠を

arbidqan

増 や し

ulegul［e］n.

余らせ

anu

彼らの

ortu-tur

府 で

keregleku

使う

ed sukes-i

財錠を

tugetele

十分に

guicegen bogetele

行き渡らせているのに

irgen-i ber

民 を も

ulu aliyaγulun auγu

疲弊させないのであった。

teyin

そのように

ber

ぞ

bo［ge］su.

あるので、

Diwubala ong

ディウバラ王は、

erdem uqaγan

学識と英知

inu

（←彼の）

daγustala aruγdaqu uile ugei

が尽きるまで使われる仕事はない

kemen

と、

nasu

常に

qairalan

労わって
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［09］ aqui-tur

いると、

Cii-ci

至 治

γutuγar

三

on

年

γurban

三

sara

月

-yin arban

十日

sinede

(←初旬の）に

docin

四十

qoyar

二

nasun

歳

-daγan

で

Daitu

大都

balγasun

城

-tur

で

ob es-e boluγu

亡くなった。

anu

彼らの

ortu

府 の

dotor-a

なかで

aq-a

兄

degu

弟

-yugen

（←自分の）

aldaγsan metu

を無くしたように

med［el］un

治下 の

irgen

民

inu

（←彼の）は、

acige eke-yugen

父母（←自分の）を

kekudeglecegsen

失った

situ

ように

emgenin auγu

悲しんでいた。

kedun

数

udur

日

-un

の

［10］ qoyina

のち、

anu

彼らの

balγasunu

城 の

γadana

外で

emun-e

南

oron

西

-e  ug

方向（の）

Qon-qi-ling

歓喜嶺（という）

dabaγan

嶺

-u

の

uγ-tur

麓に

buquγsan

埋葬したの

auγu.

であった。

edugeki

今の

［11］ tai

太

-qong

皇

-taiqiu

太后 は

Luu

魯

-gui

国

-qong

皇

-guu

姑

-qui

徽

-wun

文

-yi-vuu

福

-cin

貞

-siu

寿

dai

大

-cang

長

-gung u

公主

Sengge

センゲ

aγ-a-yin

妃 の

okin

娘

buyu.

である。

turun

先に

［12］ Jayaγatu

ジャヤガトゥ

qaγan-a

・カアンに

ogtegsen-u

与えられた

qoyin

後

-a.

［13］ qaγan

カアンが

asaγur-un

尋ねるに、

Jiguntei-yin.

ジグンテイの

kobegud

息子たち(←

inu

彼の

buyuγu

)は居るか

kemebesu

と言うと、

Sargesgeb

サルゲスゲブ

neretu

という名の

kobegun bui

息子が居る

kemegdeu

と言われ、

acige

父

inu

(←彼の）は

secen

賢く

sayin

善良で

bulege.

あった。

kobegun

息子

ber

も

inu

(←彼の)

secen

賢く

sayin

善良

ku

で
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buyu -e

あろうぞ

kemen

とて、

in［ es］

輿入れ

bolγan

となして

γuyuu

求め

abcu

取って

kesig

ケシグを

medeguluged.

治めさせ、

［14］ yeke

大

or-a

位に

saγuγsan

就いた

-u qoyina

後

vungcin

奉宸

-ku

庫

-yin

の

tidem

提点を

tusigsen

任じた

nogugedte

他に

sang

尚

-gung

功

-suling.

署令、

qoyina

後に

cising

直省

-sesin.

舎人

eduge

今

gung

宮

-seng

相

-vuu

府

-yin

の

vu

副

-sunggon

総管

bolγan

となして

vungkun

奉訓

-da［iv］u

大夫

sangon-iyar

散官として

son

宣を

soyurqau

賜い

ogcugu.

与えた。

eduge.

今

［15］ qaγan

カアンは

duled

一層

soyurqaγad

恩賞し

acige

父

-yin

の

inu

(←彼の)

yabuγuluγsan

行った

sayid

良き

uiles-i

事々を、

olan-i

衆をして

daγuriγaγulun

模倣せしめ

kegur-tur

墳墓 に

inu

(←彼の)

bii

碑

tas

石を

bayiγultuγai.

立てるように。

bii

碑

tas

石

-un

の

bicigi.

文を

bi

我れ

Ge

掲

qiosi-yi

斯をして

oqiyatuγai

著わすように

kemen.

と

［16］ rlγ

おおせ

boluγu.

をなした。

bi

我れ

onobasu.

思うに、

［17］ suu-dan

威霊をもつ

degedus

祖宗が

niguleskui

慈しみ

isiyekui

？する

sedkil-iyer

心によって

ulus-iyan

国（←自分の）を

aγui-a

大きく

dolegen

安寧に

-e bariγsan

建てた

-u tula.

ため、

olan

多くの

qari-yi

国を

oraγuluγad

投降させ

nigedkeku

統一する

siltaγan

理由は

ene

これ

ku bui -e.

であろう。

edugeki

今の

Mongγol

モンゴルの
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irgen

民は

bicig

文の

erdem

学問を

es-e ber surbasu

学ばなくても

nigeken uge

たった一語を

uguleku

語る

tutum

毎に

uile uiledku

ことを行う

tutum

毎に

erten-u

古えの

seced

賢人たち

sayid-［un］

善人たち［の］

［18］ uile-tur

行いに

toqiyaldun

出あい

neyilemu.

合致する。

siltaγan inu

理由（←その）は

yaγun

何か

kemebesu.

と言えば、

tngri

天

-yin

の

ayaγabar

定めによって

torogsen

生まれたから

ku

で

bui -e.

あろう。

Jiguntei burun.

ジグンテイは、

sayid uiles-i

良き事々を

taγalau uiledugci bogetele

好んで行う者でありながら

ogiyemur aγsan auγu

気前がよいのであった。

oloskuleng-tur

飢える者に

budaγan

粥、

daγaraγsan

凍えた者

-tur

に

degel

衣

qubcasun

服、

nasun-tur kurugsed

成人した者たち

-te

に

beri

嫁を

baγu［lqui］

娶り

［19］ oki be

娘を

γarγaqui-tur

嫁がせるときに

nemesun

援助を、

ukugsed

死人

-te

に

yasun

葬

bariqu

る

kucun

力 を

nemeu ogun auγu.

添えて与えるのだった。

on buri

年ごとに

eyimu

このような

uiles

事々を

kedun

幾度

-te be

も

butugen auγu.

成し遂げていた。

Jiguntei-yin ene metu

ジグンテイのこのような

sayin oriγ-tur

良き気概に

inu

(←彼の)

adali.

同じく、

imayi ker-be

彼をもしも

tngri

天が

nigulesigeu

慈しみ

nasun urtu

歳を長く

bolγaγad

為して

uugur

辺

qiiγar

境

［-un uile］

［の事を］

［20］ qadaγalaγulun

管掌させて、

es-e bogesu.

さもなくば、

sing.

省や

tai

台

-yin

の

yeke

大

uile

事を

qadaγalaγuluγsan

管掌させていた

bogesu.

なら、

ulugu bolqu bulege.

できないだろうか。

ker maγ-a

いったいどうして
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eduiber

この程度で

qocorcuγu.

止まったのか。

qairan

愛した

-tai

妻

gergei

(←彼の)

inu

は

Adar

アダルという

neretei

名をもち、

nasun

歳

alaγu-turiyan

若い時に（←自分の）

er-e-yugen

夫（←自分の）

ob es-e bolbasu

が亡くなると、

onocin

孤

kobegun-iyen

児（←自分の）を

manduγulu

育て

asaraγad

世話し、

［21］ cing

堅き

oriγ［-iyaran］

意志で

beyeben

身を（←自分の）

ariγun-a

清く

saqiu

守り

saγun aiγai.

生きていた。

kobegun inu

息子（←彼の）

ber

も

nilq-a bukui-degen

幼いうちに（←自分の）

acige-yugen

父（←自分の）を

kekudegleceu

失い、

onocin

孤児として

qocorbasu.

残ったとき、

kicigen.

努力し、

［a］maraγuluγsabar

平隠に過ごしながら

acige

父

-yin

の

al［γami

跡を

abu］n cidauγu.

取ることができた。

acige-ece

父の

inu

（←彼の）

ulam

おかげで

kobegun

息子

inu

（←彼の）

Sargesgeb

サルゲスゲブは

［22］ degedus-e

朝廷 に

ene metu

このように

t［....］γdan

？

soyurqaγdaγad

恩賞されて

imadaca

彼の

ulam

おかげで

basa

同様に

suidugsen

亡くなった

acige-yin

父の

inu

（←彼の）

urida

以前に

yabuγuluγsan

行った

sayid uiles-i

良き事々 を

geyigulun

顕彰して

［23］ degedus-e

朝廷 に

soyurqaγdau

恩賞されて

bii

碑

tas

石を

bayiγulu

立て

ogteku inu

与えられるのは、

otogu boγod-un

譜代の隷臣たち の

uruγ-aca

子孫より

ulegu ulugu bui

上回るのではないだろうか。

Jiguntei

ジグンテイは
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［24］ degedus-e

朝廷 に

ug-iyer

正しく

belgetei-e

顕著に

kucu

力を

ogugsen-u

与えた

tula.

ため、

soyurqau

恩賞して

ogtegsen

与えられた

ed

財

sukes

錠

-un

の

toγan.

数は

Dai

大

-dii

徳

γurban on-tur

三 年 に

［25］ yeke

大

taiqiu

太后が

soyurqau

恩賞して

tabun

五

menggu

銀

sukes.

錠、

nigen

一

qas

玉

bus-e

帯 を

ogugsen

与えた

auγu.

のであった。

Ci

至

-dai

大

terigun

元

on-tur

年 に

［26］ Kulug

クルグ・

qaγan

カアンが

soyurqau

恩賞して

tanatu

真珠入りの

tomuγ-a.

頭飾り、

nigen

一

menggu

銀

suke.

錠、

tabin

五十

sukes

錠

cau.

鈔

nigen

一

qas

玉

ayaγ-a

碗 を

ogugsen

与えた

auγu.

のであった。

Qong

皇

-king

慶

terigun

元

on-tur.

年 に

dai

大

-cang

長

-gung u

公主

Senggeragi

センゲラギ

aγ-a

妃は

Sining

済寧

medel

治下

un

の

［Yeu

堯

］-qoo

河

-bu-a

？

［?］

の

γaar-a buku

地にある

γaad-taca

土地から

tabin

五十

king

頃の

γaad-i soyurqau

土地を恩賞して

［27］ oguged

与え、

basa

また

niigeged

それぞれ

altan

金

ba

と

qas

玉の

ayaγ-a sabas

器

ogugsen

を与えた

auγu:

のであった。

［28］ Buyan-tu

ブヤントゥ・

qaγan

カアンが

soyurqau

恩賞して、

tabin

五十

sukes

錠

cau.

鈔、

qorin

二十 の

kibutan

綵

torges

絹
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［29］ yeke

大

tai

太

-qong

皇

-taiqiu

太后が

soyurqau

恩賞して

nigen.

一

altan

金

suke.

錠

tabun

五

menggu

銀

suke.

錠

basa

また

qorin

二十の

qibutan

綵

torges

絹 を

ogugsen

与えた

auγu.

のであった。

Ci-cii

至治

terigun

元

on-tur.

年 に

［30］ Gegegen

ゲゲエン・

qaγan

カアンが

soyurqau

恩賞して

nigen

一

mingγan

千

sukes

錠

cau.

鈔、

arban

十

qibutan

綵

torges

絹 を

ogugsen

与えた

auγu.

のであった。

Ten-li

天暦

terigun

元

on-tur.

年 に

［31］ Jayaγatu

ジャヤガトゥ・

qaγan

カアンが

soyurqau

恩賞して

qoyar

二

mingγan

千

sukes

錠

cau

鈔 を

ogugsen

与えた

auγu.

のであった。

kobegun

子男

nigen

一人

Sargesgeb

サルゲスゲブ

neretu.

という名を持ち、

eduge

今、

gung

宮

-seng

相

-vuu

府

-yin

の

vu

副

-sunggon

総管

buyu.

である。

aci

孫

kobegun

男

nigen

一人

Ceu

チェウ

Qosang

ホシャン

neretu auγu.

という名を持っていた。

bi

我れ

Ge

掲

qiosi onobasu

斯が思うに、

［tngri γ］

［天］

aar

地

-un

の

aγur

気は

yeke

大きく

delger

広く

bukuiber

あることによって

tumen

万

uil

類の

ed-i ober-e ober

物をそれぞれ

-e nigen

一つの

［32］ uile-tur

こと に

oqistai-a

ふさわしく

torogulun auγu.

生み出すのであった。

adalidqabasu

例えれば

morin-i

馬をして

anasun

鋤を

ulu tataγulun.

引かせず、

uker-i

牛に

ulu unuqu metu

乗らないように、

ucugen mod-i

小さな 木をして

quγur egudku.

弦楽器を作り出し、

yeke

大

mod-i

木をして

niruγun

脊

tulγ-a

柱を

bolγaqui-a

なすことに
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ayaγaγsan me［t］u

運命づけられたように、

yeke

大

-yi

を

kereglekui-tur

用いる際に

ucugen-i

小 を

kereglebesu

用いれば

seced-te

賢者たちに

arugdeku

心配され、

ucugen-i

小 を

［33］ kereglekui-tur

用いる際に

ici

また

yeke

大

-yi

を

kereglebesu.

用いれば、

seced-te

賢者たちに

γadaγalaγdaqu buyu.

戒められるのである。

Jiguntei

ジグンテイは

kemebesu

といえば、

sayin

良き

kulug

駿

morin

馬

-tur adali

に同じく

bogetele

ありながら

maγuqan

悪く

nasiγai

怠惰な

morid-luγ

馬たち

-a qamtu

とともに

yabuγsan metu

行ったように、

narasun

松や

cigores［un］

柏の

yeke

大

mod

木

-tur adali

に同じく

bogetele.

ありながら

ucugen ed-i

小さなものを

agudkui-e

作り出すのに

keregleku metu

用いるかのように

tusigdegsen-

任じられた

［34］ tur-i

ときには、

ober-iyen

自身(←自分の)を

ulu omoγsin

奢ることなく

tus-yuγan

当主(←自分の）

amune

の前で

aqui bukui

ありとあらゆる

sedkil

心

-iyer

で

kucu

力を

ogugsen auγu.

与えたのであった。

amitui-tur-iyan

生きているときに（←自分の）

uqaγan

知

bilig

恵

-tur

に

inu

（←彼の）

adali

みあって

es-e kereglegdebesu ber

用いられないにしても

ob es-e boluγs［an］

亡くなった

-u qoyin-a.

後 で

［35］ degedus-e

朝廷に

ene metu

このように

soyurqaγdaqu inu

恩賞されるのは、

kobegud

子

acinar

孫たち

inu

(←彼の)が

sayid

良く

torogsen-u

生まれた

tula

ため

boluγu

そうなったの

-e

だぞ。

ene

この

bayiγuluγsan

立てた

bii

碑

tas

石が

aguri

永

urtu

遠

-ta

に

esi

源と

boluγad

なり
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uruγ-un uruγ

子々孫々

anu

（←彼らの）が

obede

昇り

u［....］

［....］

osku boltuγai.

栄えるように。

［36］ rlγ-iyar

おおせによって

ge-yi

嘉議

-daivu

大夫

Daitu

大都

-luu

路

-duu

都

-sunggon

総管

-vuu

府

-yin

の

sunggon

総管

gem

兼

dai

大

-qing

興

-vuu

府

-yin

尹

Ceuu

チェウジュが

Qitad

中国

-un

の

ayalγus-aca

ことばから

Mongγol-un ayalγus

モンゴルのことば

-tur

に

nayiraγulγan

調和させ

orciγuluγad

翻訳して、

manglai

額

-yin

の

bicig［sel］te

文字とともに

biciu

書き

teguskebe::

終えた。

［37］ Ci

至

-on

元

dotuger

四

on

年

wuu

戊

bars il

トラ 年

tabun

五

sara

月

-yin

の

qorin

二十

nigen-tur

一日に

bayiγulbai::

立てた。

２．モンゴル文面語註

［h01］ rlγ おおせ

13～14世紀のモンゴル支配時代においてジャルリグ（Written Mongolian: rlγ/

arliγ.‘Phags pa Mongolian： Jarliq）はモンゴル大カアンの命令をあらわす語で、

大カアン以外の皇后・諸王その他の命令ウゲ ugeと区別された［杉山 1989,pp.

1-2］。ウイグル語 yrlq/yarlıqからの借用形［Poppe 1955,p.39:Doerfer 1967,

IV Nr.1849］で、ウイグル文字ウイグル語でYRLXと母音を表記しない綴り

字がそのままモンゴル語に導入された。モンゴル語資料における最も古い用例

は、1246年のグユクの印璽に rlγと見られる［Pelliot 1922-23,pp.22-24,Pl.

II］。（松川）

［h01］bayiγuldaγsan 立てられた

bayi- 存在する ＋使役接尾辞-γul- 存在させる＞立てる ＋受け身の接尾

辞 -da- 立てられる ＋形動詞完了形 -γsan 立てられた 。（松川）
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［h01-h02］z-in-seng-sung-gon-vuu 人匠総管府

漢文面［c01］の 諸色人匠都總管府 の省略形［Cleaves1951,p.73,n.8］。

z-in(Z-YN）は漢字 人 の転写で、zain文字の中絶末位形が使われる珍しい

例である。クリーヴスは、このような zain文字の中絶末位形の利用は、ウイグ

ル文字ウイグル語資料には散見されるが他の初期モンゴル語資料には在証例が

ないとする［Cleaves 1951,pp.73-74,n.10］。しかし、管見の限りでも、 1268

年少林寺聖旨碑 第３截27行目に dabus-un (T’PWZ-WN） 塩 と在証される

［中村・松川 1993,p.31］。また、1268年 少林寺聖旨碑 第３截22行目の q-

anu(X-’NW） お上の 及び1347年 勅賜興元閣碑 10行目の q-an(X-’N）「お

上」において、heth文字で中絶する例外的な綴り字が現れるのも、heth文字を

aleph＋zainの如く えれば、zain文字による中絶として許容できる［中村・松

川 1993,p.31,n.74］。ちなみに、ウイグル文字ウイグル語においては、語中の

zain文字は例外なく中絶末位形で書かれる。

漢字 人 の音写のために zain文字が使われているのは、その音価が zであ

ることを示す ウイグル的伝統 が適合されたのであろう。類例として、 1407

年如来大宝法王建普度大斎長巻画 のモンゴル語テキスト２行目において漢字

如 が z-ou (Z-WW）と転写されている［松川 2004, p.7］。しかし同時に、

ウイグル語文献に導入された漢語の z音は、Z,S.Sと様々な文字で表記されて

いることも指摘しておきたい［松川 2004,p.14,n.5］。（松川）

［h02］daruγaci ダルガチ

動詞 daru- 圧迫する ＋形動詞未完了形 -γa-＋行為者を意味する名詞形成

接尾辞 -ci ～する人 。原義は 圧迫する人 。漢文原文では 達魯花赤 と、

モンゴル語からの音写形で書かれている。ダルガチはモンゴル帝国・大元ウル

スの官職で、職能の大小を問わず、広く占領地の統治・徴税・駅伝などを監督

するモンゴル側の目付・代官をさした［櫻井 in 角川世界史辞典 2001, p.

575］。 元朝秘史 の daruqacinの傍訳は 鎮守官名 ［SH 11：50：03,

263］。一方、この官職名は東西のモンゴル語文献のほとんどで daruγa或いはそ

の複数形 daruγasで現れる。 元朝秘史 においても daruqacinと並んで daru-

qasが見られる［SH 11：50：03, 263］。モンゴル語と直訳体漢文との合璧命

令文では、daruγasに対しても訳語 達魯花赤 が当てられるのが特徴的であ

る。モンゴル語文献に daruγaciという形が現れるのは比較的珍しく、上述の
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元朝秘史 に３回、本碑に３回、1362年 ヒンドゥー碑 に２回などである。

Cleaves1953;Endicott-West1986;de Rachewiltz2006,pp.961-962参照。（松

川）

［h02］Jiguntei ジグンテイ

漢文原文では 竹温台 と、モンゴル語からの音写形で書かれている。Jigun

部族名？ ＋所有をあらわす接尾辞 -tei ～を有する ［Cleaves1951,p.36,

n.30;Rybatzki2006,p.297］。（松川）

［h03］sayid uiles 良き事々

sayin uile 良き事 の複数形。中期モンゴル語の特徴として、修飾する形容

詞と名詞のあいだに数の一致が見られる。（松川）

［h03］bii tas 碑石

biiは漢語 碑 からの借用。tasはウイグル語 石 からの借用［Cleaves1949,

p.93,n.1］。（松川）

［h02-03］yabuγuluγsan sayid uiles-i uqaγulqui bii tas 行なった良き事々を

知らしめる碑石

漢文面碑額の 神道碑銘 と対応する。神道碑とは墓道の前に立てる碑文の

ことで、故人の生前の事績を記す。モンゴル文面では 故人が行った良いこと

を知らしめる という内容に重きをおいた表現になっている。また、 銘 に対

応する言葉はモンゴル文面にはない。（石野）

［01］Dai-on 大元

漢字 元 が on(’WN）と綴られるのが特徴的。17世紀以降は yuwan(YWβ’N）

と綴られるようになる。（松川）

［01］Dai-on kemeku yeke Mongγol ulus 大元という大モンゴル国

漢文面の 大元 が、モンゴル文面でこのように表現される。yeke Mongγol
 

ulusという表現は、クリーヴスが指摘するごとく、1246年のグユクの印璽に初

めて見られ、本碑、そして1347年の 勅賜興元閣碑 、1362年の ヒンドゥー碑

にそれぞれ見られる［Cleaves 1949,pp.94-95,n.6］。これらのうち、 ヒンド

ゥー碑 のモンゴル文面には Dai-on yeke mongγol ulusが見られ、双方とも

漢文原文は 大元 のみである。

本表現は、いわゆる元朝に対するモンゴル語名の略称を 大元ウルス とす

る根拠となるものである。（松川）
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［02］cung-sun-daivu 中順大夫

文官のランクを示す文資品、正四品（ 元典章 巻七、吏部一、 事林広記 官制類

など）。（松川）

［02］u aγur もともと

原義は 根源 。元朝秘史 の有名な冒頭句 成吉思合罕訥忽札兀 /Cinggis
 

qahan-nu hua’ur の 忽札兀 /根源 と同語。 華夷訳語 には hua’ur

-un nuntuq-dur-iyan sa’uu... /もともとの自らの営地に居って…［HYYY3:

02a1］とあり、 元典章 や 通制条格 に頻出する 根脚 （本貫地の意）に相

当することがわかるが、一方で、 ci Tabin Temur hua’ur Dai on Mongqol-

un qahan-nu uruq bolu’at... /なんじ、タビン＝テムルは、もともと、大元モ

ンゴルのカアンの子孫であって… ［HYYY2:14b2］のように、副詞としての

用例も在証される。ここでは、 もともと という意の副詞として使われてい

る。（松川）

［02］Sengge aγ-a センゲ妃

［26］では Senggeragi  aγaと記される。Sengge＜Tib. Seng-ge＜Skt.

Simha、ライオンを意味する。いっぽう aγaは皇女を意味する［Cleaves 1951,

p.74,n.15］父はクビライ時代の皇太子チンキムの嫡子ダルマバラで、母はコ

ンギラト 馬家出身のダギ。武宗ハイシャンは同母兄であり、仁宗アユルバル

ワダは同母弟である。

元史 巻一一八、特 禅伝によれば、ハイシャンが即位した大徳一一年（1307

年）三月に、万戸位を襲封してコンギラト家当主となったばかりのディウバラに

嫁いだとされるが、これは誤りで、宇野伸浩が 証するように、二人のあいだ

の息子であるアリギヤシリが至大三年（1310年）に八歳でディウバラの後を継い

でおり、二人の結婚は大徳七年（1303年）以前に遡るはずである［宇野 1999,pp.

43-44.］。この点については、本碑［24］以後に列記されている、ジグンテイが

その生涯においてカアンやカトンから受けた賜与にかんする記事が参 になろ

う。その冒頭には大徳三年（1299年）のココジン・カトン（チンキムの正皇后で、

当時のカアンのテムルの生母）からの賜与が記されているが、この時点でジグンテ

イがセンゲ・アガのインジェであった可能性が高い。あるいは、センゲ・アガ

のコンギラトへの嫁入りを記念して、当時の女性王族の最高権力者であったコ

コジンより孫娘にあたるセンゲ・アガに賜与がおこなわれ、同時に彼女に随従
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するインジェたちにも賜与がなされたのかもしれない。

センゲ・アガは、ハイシャン即位後は 皇妹魯国大長公主 、アユルバルワダ

即位後は 皇姉魯国大長公主 に封じられ、カアンの妹・姉として大きな権限

を持ち、コンギラト家の分封地に属した曲阜孔子廟に資金援助をおこなったほ

か［宮 2006,pp.298-299.］、当代一流の漢人文人を集めて書画を収集したり、

その観覧会を主催したりするなど、いわば漢文化サロンのパトロンとして活躍

したことで名高く、彼女の収蔵にかかる書画も台北故宮博物院などに現存する

［傅 1981,pp.11-27.］。娘のブダシリが嫁いだトク・テムル（ハイシャンの子）

が即位してからは、 皇姑大長公主 と呼ばれて尊崇され、政権より莫大な賜与

を受けるなど栄華をきわめるなか、至順二年（1331年）に亡くなっている。（古松）

漢文面には 魯國大長公主 と書かれるのみだが、 元史 巻一一八、特 禅

伝に 天 間、加號皇姑徽文 福貞壽大長公主 とあり、対応する漢語が推定

できる。 元史 の記載からもわかるようにディウバラの死後、天暦年間に彼女

がトク・テムルから賜った号である。また、その経緯については 元史 巻三

三、文宗本紀二に記載がある。 皇姑魯國大長公主、蚤寡守節、不 諸叔 尚、

鞠育遺孤、其子襲王爵、女配予一人。朕思庶民若是者猶當 表、況在 親乎

趙世延・虞集等可議封號以聞。 皇姑はセンゲ・アガがトク・テムルの父親ハイ

シャンの姉妹であること、徽文は盛んな文徳、 福は優れた徳、貞寿は夫の死

後も貞節を守り、再婚せず長命であることを示しているのであろう。（石野）

［02］in es bolu［n］ogteu 輿入れとなって与えられ

センゲ・アガがコンギラト家ディウバラのもとに嫁いだときに、ジグンテイ

がインジェとして随行したことを意味する。前註に述べたように、明確な時期

は不明だが、大徳七年（1303年）をさかのぼるいつかである。

同様の表現は、［13］in［ es］bolγan 輿入れとなして にも見られる。

inesは ineに複数形 sがついた形。ineは in iとも表記する。花嫁の嫁入り

道具全般を指す語で一緒に連れてくる付き人も含まれ、その所有権は花嫁にあ

る［小沢 1984,p.191］。クリーヴスは漢語の 臣あるいは 者に語源があるも

のとする［Cleaves 1950a,pp.54-55］。クリーヴスは訳さずにそのまま ineと

記す例が多い［Cleaves 1950a, p.100;1951, p.69］。人と物を一緒にして財産

とする封建社会に基づいた語なので、現代語に適当な言葉を見つけるのは難し

いからと えられる。漢語では 臣 という。漢文面［06］註参照。
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なお、本碑刻の記述によると、ジグンテイやその息子であるサルゲスゲブは

その経歴をインジェからはじめているが、モンゴル帝国の中でインジェがどの

ような役割を果たしていたのかという問題についての研究は少ない。 元朝秘

史 においては語の用例がわずか二例であるため［栗林 2009,p.209］、重要で

は無いと えられたのであろうか。しかしジグンテイやサルゲスゲブ、あるい

は 張応瑞碑 に出てくる彼の息子張住童はインジェの身分から立身している

ため、帝国内でもある程度重要な役割を果たしていた可能性があると えられ

る。（伴）

［02］Luu qari 魯国

漢文面［06］の 魯國 に対応する。qariの原義は 異なった、見知らぬ

という形容詞であり、名詞としても 異邦 の意で使われる。 元朝秘史 の qari

の傍訳は 邦 、 外邦 、 部落 ； 華夷訳語 の qarisの傍訳は 王子毎 。（松

川）

モンゴル語訳 孝経 では、漢文の 諸侯 の訳に qari-yin ejed（qariの主

たち）を充てる。［Cleaves 1991,p.127,n.3］。（毛利）

1236年の旧金国領のモンゴル王公への分封地分割にさいして、モンゴル帝室

の姻族であったコンギラト部アルチン・ノヤン家（コンギラト 馬家）には山東南

部の済州・ 州・単州が与えられた。この地が春秋時代に魯国の地域にあたる

ことから、のちにコンギラト 馬家へ嫁いだ公主が 魯国公主 に封じられる

ようになった（ 元史 巻一〇九、公主表参照）。ハイシャンの即位以後にはコンギ

ラト 馬家当主の 馬（グレゲン）も一字王号たる 魯王 に封じられるように

なる（ 元史 巻一〇八、諸王表、Hambis1954,pp.17-21）。そして、モンゴリアの

コンギラト部の所領もまた 魯 と呼ばれるようになったのである。コンギラ

ト部の山東の分地については、後掲の［26］ 済寧 の註も参照。（古松）

［02］Diwubal-a ong ディウバラ王 （［05］ 魯王 ）

Diwubala/Diu-a-bala（ 張応瑞碑 、漢文面 諦瓦八剌 ）＜skt.devapala［Rybat-

zki2006,p.333］。元代漢文文献では 阿不剌 阿不剌 刀斡八剌 （『元

史』）［Cleaves1950a,p.48,n.134］、 不剰（剌の誤） 馬 （ 元典章 巻五八、

元刊本一一葉裏、至大元年の文書） 諦瓦八剌 （ 張応瑞碑 ） 不剌 （本碑、程鉅夫

雪楼集 巻五、應昌路報恩寺碑、 国朝文類 巻二二、應昌府報恩寺碑） 不剌 馬

（劉敏中 中庵先生劉文簡公文集 巻三、勅賜應昌府 極寺碑）などとみえる。同一人
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名であっても漢字・ウイグル字ともに表記は固定していない。このことは一般

に人名が通用していた際には 音 の面のみであって、それもある程度ヴァリ

アントを伴っており、漢字による表記が必要となった際には書記者がその都度

漢字を充てていたことの結果ではないかと推察される。ウイグル字の場合も、

漢字での揺れ幅ほどではないにせよほぼ同様のことがあてはまるであろう。ま

た彼の弟の桑哥不剌は Senggeburaと推定されており、兄弟で名前に同じ 不

剌 の字を共有しながら一方は -bula>で一方は -bura>ということにな

り、漢字の人名表記も固定した読みばかりでないことを知る。

ジグンテイが 臣として同行して来た大長公主センゲ・ラギ/アガ（武宗ハイシ

ャンの妹で仁宗アユルバルワダの姉）の降嫁先が、このコンギラト 馬家の魯王デ

ィウバラである。コンギラト家の系譜は以下の通り［Cleaves1950a,p.14］。

アルチン ナチン

オロチン

テムル
ディウバラ（兄）

センゲブラ（弟）

奥方のセンゲ・アガは曲阜を所領としており、兄の武宗に倣って曲阜の孔子

廟に多大の寄進をしたが、彼も協同して盛大な祭祀を催した。センゲ・アガ、

そのむすめで文宗トク・テムルの妃となったブダシリについては［宮 2006, p.

249］参照。宮によると 民国続修曲阜県志 巻八に 皇帝福 裏 皇妹大長公

主 旨 魯王 旨 ではじまる夫妻の発令があり［宮 2006,p.298］、ここでセ

ンゲ・ラギの 旨が夫である魯王の 旨に先んじていることは注目されるべき

である。すなわち、これはこのとき限りの ad hocな特例なのか、それとも皇帝

の息女姉妹たる公主 quncuyはつねに 馬 kuregenより優位に立ったことを

示すものなのか、という問題も提起しているからである。（小野）

［03］anu yasun-taγan Qongγirad bolγa u 彼らの一族にコンギラトになして

漢文面［06-07］ 遂冒魯王族雍吉剌氏 に対応する。モンゴル語 yasunの原

義は 骨 で、 骨族 、すなわち直系一族を指す。漢文面では 魯王族 とあ

って、 族 の字がモンゴル語の yasunに対応する。（松川）

［03］Son-ningvuu balγasun 全寧府城

全寧府は、コンギラト族の遊牧地。balγasunはモンゴル語で城壁に囲まれた
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都市をあらわす語で、balaγad/balγasunの両形態がある。（松川）

コンギラト部アルチン・ノヤン家の遊牧地は、内モンゴル東南部の大興安嶺

山脈の南側に設定され、その冬営地に造られた城郭都市が全寧府城である。こ

こでの vuuは漢語の 府 に対応し、元代の地方行政機構である路総管府を指

す。全寧の城郭は元貞元年（1295年）に創建され、当初全州城と呼ばれ、二年後

の大徳元年（1297年）に全寧府に、大徳七年（1302年）に全寧路に昇格して総管府

が設置された（ 元史 巻一一八、特 禅伝、 元史 巻一九、成宗本紀、大徳元年二月

戊戌、 元史 巻二一、成宗本紀、大徳七年十一月辛未、 満洲金石志 巻四 全寧路新建

儒学記 ）［ 満洲金石志 巻四 全寧路新建儒学記 羅振玉跋、Cleaves 1951,p.

16］。コンギラト部の 馬王・公主夫妻は、配下の臣僚・牧民とともに、南北に

七十里 離れた夏営地の応昌と冬営地の全寧のあいだを毎年往還したのであ

る（道光 鉅野県志 巻二〇所収 大元加封宏吉烈氏相哥八剌魯王元勲世徳碑 至正元年

立碑）。全寧府の城址は中国内モンゴル自治区赤峰市オンニュート（翁牛特）旗烏

丹鎮西側に現存し、城壁の痕跡が若干残っているというが［国家文物局 2003,

下 p.171］、現状については未確認である。（古松）

［03］A en エジェン

漢文面［07］では 野 と音写される。彼の事跡に関しては他の典籍史料

には見られない。（松川）

［03］aγali aburi yabudal inu sayin 性格と行状（←彼の）が良い

漢文面［07］の 有 行 に対応する。aγaliと aburiは 性格 或いは 品

性 の意で、yabudalは、実際の行ないの意。（松川）

［03］Jiguntei burun ジグンテイは（といえば）

burunは動詞 bu-に副動詞 -runの付いたもの。ポッペが converbum prae-

parativumとし、小沢が 準備副動詞語尾>と呼ぶ -run/-runは訳語を充てる

のが難しい副動詞である。一般には ～するのに（は）、～するときに、～して

などと訳されるが、小沢の説明によれば、-run/-runの接尾する動詞でその動作

を予め提言し、文の後半でその提言の動作でしめくくるのがこの動詞語尾本来

の用法であるという。すなわち ugulerun 言うのには を受けて後半で

kemebe/kemen ugulebe と言った としめくくり、morilarun 出馬するのに

と言っておいて、そのあとでmorilau 出馬して と受ける、という用法であ

る［小沢 1997,pp.159,168f.］。ここでは -run/-runの接尾する動詞語幹が bu
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- ある、いる となっているので、直訳すれば ～であるのには ないし ～で

あるときに となり、 ジグンテイにあっては さらにはより簡潔に ジグンテ

イは と解してよかろう。クリーヴスも 元朝秘史 を引いて as for...>と訳

す［Cleaves 1951, p.75］。また、Jiguntei burun... ジグンテイは… に続く

文章で、動詞は、...bukuiber... …であることにより… ...auγu. …であった。

と、いずれも英語では be動詞にあたる bu-,a-で受けており、また［18］にも

Jiguntei burunが見え、ここでもそれを動詞 bu-, a-で受け....bogetele... …

でありながら… ...auγu. …であった。 としめくくっている。小沢の言う本

来的使い方が守られた例というべきか。［05］の dotor-a burunも なかにいる

ときに 、さらに単純に なかでは と訳せよう。（小野）

［03］ eber不詳。

aduγun-a eber bukuiberで aduγunに付く -aは与位格と見られるので、

漢文面［07］の 公善牧養、畜馬牛羊累鉅萬 と併せ えると 家畜群に善く

対処することにより 畜群の扱いに長けていることで といった意味合いにな

ると思われるが、そのような意味を持つ eber>ないし abar>の語が見当た

らない。クリーヴスも苦慮しており、コワレヴスキーの辞書にある djiber>の

訳語のうち、 force, vigueur, e cacite>に注目し djiber>と eber>の同

一視が許されるなら 力、活力、効力 から 技能、熟達、熟練 への意味の

変遷は可能ではないかと推定している［Cleaves1951,p.75f.］。（小野）

［04］sayin kumu 良き人

クリーヴスは、kumunの末尾の -nを欠く kumuの形はまず見られないと指

摘するが［Cleaves 1951, p.76］、リゲティの転写では kumunと通常の形を挙

げている［Ligeti1972,p.52］。拓本の写真を見るとクリーヴスの言う通り末尾

の-nが書かれていないことがはっきり確認できる。意味は 人 であることは

まず間違いないが、kumuの形をモンゴル語単語末における-nの不安定さに帰

してよいものか、あるいは誤記かは保留とせざるを得ない。（小野）

［04］sayin kumumanaγulsun bolγan tusi u 良き人を見張りとなして任せ

漢文面［07］ 既 其地、必謹其人 の 必謹其人 に対応する。モンゴル文

面と漢文面とでは、この二つの句の順番が逆になっている。manaγulsunについ

ては、動詞mana- 見張る、番をする、用心する に遂行者を示す動詞接尾辞

-γul/-gulが付き、さらに -sun/-sunが付いたものと見てよかろう。ただしこ
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の名詞接尾辞 -sun/-sunの意味機能は明らかでないので、意味の上で

manaγulとの違いの有無が問題となる。-sun/sunについて小沢はそれの付く

名詞に一般化ないし集合性を表わすとする［小沢 1997, p.258f.］。-sun/-sun

には動詞接尾辞もあるので、形の上では動詞mana-の使役形manaγul-に -

sun/-sunが付されたものと見ることも可能ではあるが、上記の語形解釈が妥当

と思われ、ここでは採らない。（小野）

tusi-はある特定の職務・任務に委任すること。元代のモンゴル語直訳体漢語

で書かれた行政文書に頻出する 委付 がこれに対応する語彙である。（古松）

［04］ebesun usun daγan aduγun-i belcigeu 草水に従い畜群を放牧させ

牧畜を生業とし、水と草のあるところを求めて移住する というのは、匈

奴以来の北アジア遊牧民の生活形態に対し漢文史料が決まって用いる表現であ

る。ところがここではモンゴル語がそれをストレートに表現しているのに対し、

漢文面［07］には 既 其地 とあるのみで 逐水草 のごとき常套表現が見

られない点が興味深い。（小野）

［04］es-e ber oγsaγulbasu ende tende ulu butaran （家畜の群れを）一箇

所に止めないのに（群れは）其処彼処に散らばることなく

漢文面［07］の 其順之若随、其視之若遺、而不 其指麾 に対応する。ク

リーヴスは、自動詞の butara- 散り散りになる、散らばる が、ここでは他動

詞的意味と解されるべきであることに拘り、本来の自動詞が他動詞としても使

われる例として butu- 完成する などの動詞を挙げる［Cleaves 1951, p.

77］。しかし上の訳のようにそれぞれ動詞の主体が変わる点が許容されるのな

ら、ことさら前の動詞 oγsaγul-に合わせて他動詞としての butara-を詮議

する必要はないのではなかろうか。（小野）

［04］nasu buri 年毎に

毎年 という意味であれば本碑にも現われる on buri［19］、od buri［08］

でよいように思われるが、ここでは年月の 年 でなく生物の 年齢、歳 を

意味する nasu(n）が使われており、その違いが問題となろう。成案は持ち合わ

せていないが、ジグンテイが 年毎に 言っている内容は、自分が家畜群を増

殖させた手腕からすれば人びとをも上手に治めることができるのだ、という自

負であるから、家畜の群が年々増えるとともに、ジグンテイも齢を年々重ねて

いき という意味合いが表われているものと解しておきたい。また［08］には、
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一語で 常に と訳されるべき nasuの語があり、漢文面に 常 とあるので、

ここも 常に 常づね と意訳することも可能であろう。（小野）

［05］anu ortu 彼らの府

漢文面の 府 に対応。コンギラド 馬家のオルド（＝魯王府）を指す。 張応

瑞碑 モンゴル文面［27］では同王府を漢字音写で ong-vuuと表記する［Cleaves

1950a,p120,n.133］。本碑において anu（彼ら）が繰り返し名詞に前置される形

で出現する［02,05,08,10］のは特徴的である。［Cleaves 1951,p77,n.31］。（毛

利）

オルドは遊牧民君主の居所であり、移動する宮廷・幕営とも言うべきもの。

君主の子弟もまた長ずるに及んで独自のオルドを営むが、これも古今の遊牧政

権に共通して看取される。洪武帝時代に較べると15世紀前半以降その独立性が

弱められたとはいえ明代を通じて存在した世襲の「王府」も、モンゴルのオル

ドを直接の起源とするものと言ってよいだろう。(小野)

［05］imayi sayisiγan maγtaγda u 彼を誉め、称えられ

漢文面［08］「交 其賢」に対応する。sayisiγa-～sayisiya- 賞讃する、（良

しと）認める が目的語の対格 imayi 彼を をとるのはよいとして、それと同

様の意味を有する次の動詞maγtaγda-がmaγta-称える、賞讃する の受動

形 称えられる となっていることをどう解すべきか。つねに詳細な註を付す

クリーヴスであるが、この点については何ら文法的説明を加えていない。仮に

この例が節の中で主格を表わす対格だとしても、同様の語義を持つ2つの動詞の

一方のみが受動形であることの疑問は解消しない。converbumの -nで結ばれ

る際には、能動受動の別は後ろの動詞が担うこともある、とでも解すべきなの

だろうか。後 を俟つ。（小野）

［05］yeke uile qadaγalan cidamu -e 大事を管掌することができるぞ

漢文面［08］ 魯王以其才可大用 に対応する。yeke uile 大きな仕事 は、

モンゴル朝廷にかかわる重大な仕事を言う。元代のモンゴル語直訳体漢語公文

書に頻出する 大勾當 がこれに当たる。例えば、 軍馬勾當不似民間勾當、是

緊急大勾當有。（ 通制条格 巻六、選挙、軍官襲替、至大四年閏七月二十日） 今後諸

王 馬有大勾當呵、皇帝根底明白奏過教行者。小勾當呵、經由中書省行者。（ 通

制条格 巻二七、雑令、投下千分、大徳四年四月） 必合上位聞奏的大勾當有呵、奏了

便行者。（ 元典章 巻四、朝綱一、政紀、省部紀綱）などとあり、皇帝に報告を要
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するような重大な仕事を指していることが分かる。（古松）

qadaγala-は多くの辞書で 保管する の意。 華夷訳語 （甲種本）は語彙・

例文ともに 管 を充てる［HYYY47,77,83,111］。ここから 管理・管轄・

監督 の意味は容易に導き出せそうではあるが、yeke uileを目的語にとってい

ることから見ると、 モンゴル帝室関連の仕事を委付されてそれを勤め上げる

といった意味を有しているように解される。モンゴル時代やティムール朝のペ

ルシア語文献では、 厳命、絶対命令；緊要、重大事 を意味するモンゴル語起

源の語 qadaganが散見するが［Doerfer I,p.394f.］、この qadaγala-と関連語

であることはまず確実であろう。モンゴル皇帝であれティムールであれ帝王の

至上の命を受けることは大いなる栄誉であると同時に失敗は許されないという

重大な責任も発生するのであり、それを立派に遂行することを qadaγala-の

語は意味しているのではないだろうか。あるいは qatagu 堅い、堅固な、厳し

い とも関連することばかも知れない。（小野）

qadaγala-という動詞について、パクパ字モンゴル語と直訳体漢語の合璧で

上下二截に刻されている 彰徳善応儲祥宮聖旨碑 （延祐元年（1314年）発給）

に、彰徳路善応儲祥宮住持の陳道明にたいして、モンゴル語、漢語でそれぞれ

“ an-dhiy colge-dur bukun Gun-gonu’ud-i qadaqala’ulu yabutuqayi.” 彰

路應有的宮 提調著行者。（彰徳路にある宮観を管理させて行え）と記されるジ

ャルリグの文言がみえる［ 1955口絵（四）,照那斯図 1991,pp.45-47,

2011,p.186］。現存する蒙漢合璧文書で qadaγala-が用いられる唯一の事例で

あるが、これよりこのモンゴル語動詞に対応する直訳体漢語の語彙は 提調

であることが知られる。 提調 は 元典章 など元代政書に収められるモンゴ

ル語直訳体漢語文書に数多く現れるが、その用例を検討していくと、範囲の定

まった特定の職務・任務を遂行することを指すと帰納することができる。

qadaγala-の語義を えるうえで参 になろう。（古松）

［05］anu ortu dotor-a burun～ Diwubala ong imayi … kemen 彼らの府

のなかではというと～、ディウバラ王は彼を…と

この部分は漢文面［08］の 魯王以其才可大用、一府中亦交 其賢 に対応

する。漢文面ではまず魯王がジグンテイを評価していたことが記され、王府で

もその才能が讃えられたと読めるのに対して、モンゴル文面では順番が逆にな

っている。また、漢文面［08］で記される 及事魯王 はモンゴル文面では省
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略されている。（石野）

［06］deger-e u egulsu kemebesu （私は）お上に示そう、と言うと

deger-e お上 の語で擡頭されている。漢文面［09］では 上 とし、おな

じく擡頭される。-su/-suは一人称単数の希望形。現在は -suγai/-sugeiが使わ

れる。uegul-の目的語は、前行［05］の imayi 彼（ジグンテイ）を であ

る。

uegulsuは漢文面［08］の 献 に対応する。同様の用法の uegul-としては

華夷訳語 （甲種本） 捏怯来書 （一）に a’ularin ue’ulu’etとして出現し

a’ularinに 見的物 、ue’ulu’etに 献 が当てられる例［HYYY 03：13a3

-4］、トプカプサライ所蔵の蒙漢合璧聖旨でモンゴル語部分［04］に aγularin

-iyan uegulun（クリーヴスは presenting thy giftsと英訳）として出現し漢文部分

の 朝貢 に対応する例［Cleaves 1950b,p.443,n.7］、 華夷訳語 （乙種本）

韃靼館来文に aγularin-iyan uegulunとして頻出し 進貢 の二文字が充てら

れる例［山崎 1955］などがある。（小野）

［06］mun odun barabasu........ aruγdaqu keregtu kumun ugei bol uγu
 

ociuburun （他ならぬ）彼が去ってしまえば……（もはや）使われる有用な

人は居なくなってしまう と奏上すると

漢文面［09］で 復念府中去是人、緩急無可使者 と記すのにぴったり対応

するが、モンゴル文面ではその内容をカアンに奏上したとされる。

munはジグンテイを指す。文語形monはパクパ字文献ではmunと表記され

る。このことと、monkeの oがパクパ字文献でmoη-k’aと oに書かれること

を併せ えるなら、ここではmonではなくmunと転写すべきかもしれない。

aruγdaqu keregtukumunは、 aruγdaqu 使用さるべき、雇われるべき

と keregtu 必要な、必須の との２語が並列して kumun 人、人物 にかか

っていると見るべきか、あるいは keregtuの語が動詞の -qu/-ku形と結んで

…するのに必要な人物、…せねばならぬ人、…すべき人物 の意味で kumun

にかかっていると見るべきか、意味するところに大きな差異はないものの判断

に苦しむ。

仮定形 odun barabasuの帰結部が ugei boluγuであって、意味的には ジグ

ンテイが去ってしまえば登用すべき有為の人物は皆無となってしまう という

方向で解されるから、ugei boluγuを単なる過去形として いなくなった と
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訳すのではなく、 いなくなってしまうだろう と訳してよかろう。するとモン

ゴル文語文法の観点からここでの -uγu(i)/-ugu(i）の用例を、非現実仮定法

の帰結としての用法と規定することも検討されてよいのではないだろうか。

文の構成上 ociuburun 奏上すると は、この行の前の kemebesuに対応す

ると見られるにもかかわらず、なぜ ocibesuとはなっていないのか、少しく疑問

が残るが、これは詰まるところ、ociuburunと ocibesuとで意味上いかなる差

違を認めるかという意味解釈上の問題にも関わってこよう。（小野）

［06］ gonling-sui-luu-dabu-ying-vang-cuu-sai-z-in-seng-ding-qu-sen-

leng-duu-sunggon-vuu-yin vu daruγaci 管領随路打捕鷹房諸色人匠等戸銭

粮都総管府の副ダルガチ

モンゴル帝国は、領域を拡大していく過程で、支配下に入った地域で住民の

戸口調査をおこない、職能別に分類登録していった。中国方面については、1235

年に旧金国支配下の華北を対象に大規模な戸口調査がおこなわれ、いわゆる 乙

未年籍 が作成され、戸口の分類とカアン直属戸（御位下）やモンゴル王公の位

下・投下領への戸口分割がおこなわれた。ここの官名にみえる 打捕鷹房 諸

色人匠 は、いずれも戸口の職能別分類のカテゴリーであり、前者は各種狩猟

に従事する鷹匠（Mong.sibaγuci）、狩人・勢子（Mong.abaci）を、後者は各種製

作に従事する職人を指す。 元典章 巻三八、兵部五、捕 、打捕、打捕鷹房影

蔽差役に引く至元十六年（1279年）の聖旨に 應管打捕鷹房人匠官、多 各處富

強人戸、不問是否打捕鷹房人匠、妄以入 影蔽差役。據已 戸内、若有 來不

係此色人、不閑此等藝、即仰分付合屬 民。違者治罪。とあるように、狩猟や

製作の技能に習熟した者だけがこれらの戸として認定される建前になっており、

一般民戸のになう差役が免除された。管領随路打捕鷹房諸色人匠等戸銭糧都総

管府とは、モンゴル王族の位下領に隷属するこれらの戸口の財務や製造を管轄

する役所であり、本碑の場合には、コンギラト 馬家位下領に属する戸を管理

する都総管府を指す。 元典章 巻七、吏部一、官制一、職品、内外文武職品に

は、正三品の匠職として 管領本位下隨路諸色民匠打捕鷹房 とみえている。

元代中国の分封地における位下・投下領への隷属戸とその管轄機構については、

［李 2007、pp.155-182］第四章「投下私属分撥」参照。（古松）

［06］vu daruγaci 副ダルガチ

ダルガ と ダルガチ に関しては、［02］の註を参照のこと。モンゴル語
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文献で daruγaciと出てくるのが珍しいことは、そこで述べられている通りだ

が、ペルシア語文献でも daru-gacıなる形は見えず、専ら darugaとして出てく

る。 vu>は漢語 副 を音写したものであり、このことは逆に 副ダルガチ

の 副 にあたるモンゴル語が存在しなかったことを示しているのであろうが、

一歩踏み込んで解釈すれば 副達魯花赤 なる漢語の職位を表わすモンゴル語

が存在しなかったこと、さらに言えば 達魯花赤 も 副達魯花赤 もモンゴ

ル語では等しく daruγaないし daruγaciであったことをも示しているように

思われる。（小野）

［07］ceu-le-daivu 朝列大夫

従四品の文資品（ 元典章 巻七、吏部一、 事林広記 官制類など）。（清水）

［06-07］…bolγaγad ceu-le-daivu sangon-iyar son soyurqaγuluγsan a uγu

…となして朝列大夫 散官として宣を賜わらせたのであった

モンゴル語では職事官に任じることを bolγa-（なす）という動詞で表し、位階

（ランク）を示す散官（資品）については［漢語を音写した散官名］＋sangon（散

官）－iyar（造格語尾） というかたちで表したことが知られる。モンゴル語直訳

体漢語文書には 做［某官］ という表現が頻出するが、bolγa-（なす）を直訳

したものである。いっぽう、このモンゴル語の ［散官名］＋sangon という散

官の表記の仕方は、漢文面にはみられない。元代漢語文献を通覧しても、雅文

漢文や吏牘体漢語文書にはみられない表記である。いっぽう、モンゴル語直訳

体漢語文書には、 與太中大夫散官 （ 秘書監志 巻一、設官（延祐元年））、 與正

議大夫散官呵 （ 元典章 巻一一、吏部五、職制、致仕、致仕陞散官一等）、 臺大夫也

先帖木 根底與開府儀同三司散官、帖睦爾達實根底與銀青榮 大夫散官者。

（ 憲台通紀続集 加授散官（至正四年））などとみえるように、［散官名］＋散官

という表記が散見する。これは、まさしく本碑にみえる ceu-le-daivu sangonや

cungsun-daivu sangonなどのようなモンゴル語表記をそのまま漢語に写した

ものであることが判明する。当時の任官にかんするモンゴル語語彙を知るため

の貴重な記述であると言えるだろう。（古松）

［07］son soyurqaγuluγsan 宣を賜らせた

漢文面にこの文はないが、モンゴル文の sonをクリーヴスは 宣 に比定す

る［Cleaves1951:78,n.38］。 元史 巻九一によれば文散官の中で一品から五

品までは 宣授 によって任命されたと述べている。朝列大夫は従四品なので
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クリーヴスの比定は正しい。 宣 とは 元史 巻九一に 宣授則以制命之 と

あるので皇帝の直接の命令によって任命されたのであろう。なお、文散官の中

でも六品から九品までは 勅授 によって任命された。 勅授 とは 元史 巻

九一に 勅授則中書署牒 とあることから中書省を通じて任命されたのであろ

う。（伴）

コンギラト 馬家位下領の隷属人戸を管轄する管領随路打捕鷹房諸色人匠等

戸銭糧都総管府副達魯花赤への選任は、当主の魯王ディウバラが人選をおこな

って、それを中央政府に報告したうえで、カアンの名のもと発給される任命書

の宣を賜わるという手順でおこなわれたことが分かる。管領随路打捕鷹房諸色

人匠等戸銭糧都総管府副達魯花赤に任じられたジグンテイは散官として文資品

の従四品にあたる朝列大夫を与えられており、副達魯花赤は五品以上というこ

とで受宣官であった。かつては王の令旨によって任命された位下・投下領の官

は、元代後期には受宣官となったものの、すくなくともコンギラト 馬家の場

合には、事実上の任命権は依然として領主のもとにあり、分封勢力として相当

の自律性を有していたことがうかがえる。（古松）

［07］iγduriγulu 昇進させて

動詞は iγduri-漢文面［09］ 進（中順大夫） に対応し、 昇進する という意

味であることが想定できる。クリーヴスが指摘するように、 ヒンドゥー碑

（［38］,［40］）にも同じ意味であらわれるが、他に在証例は知られていない

［Cleaves 1949,p.123,n.191］。（清水）

［07］qadaγalaγsan ed sang-un oraqu γarqu uile-yi oqis-iyar bolγan
 

qadaγalaγad 監督した財庫の収支の仕事を適切にして監督して

漢文面［09-10］ 貨無悖入、亦無濫出 に対応する。

sangは穀物を貯蔵する くら を意味する漢語の 倉 に由来し、ウイグル

語をつうじてモンゴル語に借用された語である［Cleaves1951,p.79,n.45］。

モンゴル時代のウイグル字モンゴル語史料では、 1261年少林寺聖旨碑 （19行

目） 1268年少林寺聖旨碑 （22行目）に一箇所ずつ、いずれも sang amu(S’NK

’’MW)（ 倉糧 を意味する）の形で在証される［中村・松川 1993,p.77］。その

ほか、トゥルファン出土のウイグル文字モンゴル語 入菩提行疏 （1312年刊刻）

にも くら を意味する sangの在証例がある［Cleaves 1954a, p.43］。なお、

パクパ字で書かれたモンゴル語命令文では、しばしば 地税 を意味する canが
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あらわれる。ここでは、ed 物品 と sangを連ねて 財庫 を指すと えられ

る。

当時のモンゴル語で財物の収入を oraqu uile（入る仕事）、支出をγarqu uile

（出る仕事）と呼んだことが分かる。oraquγarqu uileという語彙については、

クリーヴス［Cleaves 1951,p.79,n.44］を参照。なお、この語は当時の吏牘体

漢文文書にあらわれる 収支勾當 に対応するはずである（ 通制条格 巻一四、

倉庫、關防、中統五年八月聖旨など）。この部分以下の記述より、ジグンテイが任じ

られた 管領隨路打捕鷹房諸色人匠等戸 粮都總管府副達魯花赤 の職責が、

おもに財務の管理であったことが知られる。（古松）

［08］od buri ni iged tumen ulegusukes arbidqan ulegul［e］n 年毎にそれぞ

れ一万余りの錠を増やし

漢文面［10］では 歳節財用五十餘萬 と記すが、モンゴル時代の銀およ

びそれをふまえる紙幣の単位が一錠＝五十 ＝五十両であることから、同じ額

を指している。後掲のモンゴル文面［26］tabin sukes cauの註を参照。（古松）

［08-09］Diwubala ong …nasu qairalan aqui-tur ディウバラ王は…常に労

わっていると

漢文面［10］では 猶恨不能盡其才 とあり主語が明示されないため、撰者

である掲 斯がジグンテイの能力が発揮されぬまま亡くなったことを悲しんで

いるように読める。一方でモンゴル文面ではディウバラが主語となり、ジグン

テイの優れた学識と英知を評価して寵愛していたことになるので、意味がかな

り異なる。なお、ディウバラは至大三年（1310年）に亡くなっており、至治三年

（1323年）のジグンテイの死には立ち会っていない。（石野）

［09］Cii-ci γutuγar on γurban sara-yin arban sinede docin qoyar nasun

-daγan Daitu balγasun-tur ob es-e boluγu 至治三年三月十日に四十二歳

で大都城で亡くなった

漢文面［10］の 至治三年三月十日 に対応する。至治三年は西暦1323年に

相当する。arban sinedeは 初十日 という漢語表現に近いが、漢文面では 十

日 としか書かれていない。（石野）

ジグンテイの死を記す部分。漢文面［10］ではジグンテイの亡くなった場所

として 京師之仁壽里 と記すが、モンゴル文面では Daitu balγasunとあるの

みで、里名は省略される。元代のパクパ字モンゴル語命令文には、カアンのジ
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ャルリグ発令地として、 大都 を指す Tayduがしばしばみられるが、ウイグ

ル字モンゴル語で書かれた Daitu balγasunという表現は本碑が唯一の事例で、

当時のモンゴル語による大都の呼称を伝えるものとして貴重である。 仁寿里

の正確な位置は不明だが、大都城内の民戸居住区のどこかにあったはずである。

大都城内は50の坊に区画され、各坊には巷あるいは里が設けられ、それぞれ坊

正・巷長・里長が置かれていた［陳 1982,pp.81-82］。コンギラト 馬家は、

モンゴル王族の有力メンバーであり、しばしば大都の大元ウルス朝廷までやっ

て来た。したがって、大都城内には彼らのなんらかの拠点があったはずで、ジ

グンテイが亡くなった仁寿里にはコンギラト家の邸宅があったのかもしれない。

ジグンテイが大都で亡くなったのと同年同月にあたる至治三年三月二十三日

（甲寅）、当時のコンギラト 馬家の最高実力者であったセンゲ・アガは、大都

に勤める数多くの文人官僚たちを集めて、大都南城（旧金国中都城）の天慶寺に

おいて酒宴を開催し、みずからが愛蔵する絵画を展観し、彼らに題記を書かせ

た。その場に居合わせた当代屈指の漢人文人官僚である袁 が詳しい記録を残

している。その冒頭に次のようにある。 至治三年三月甲寅、魯國大長公主集中

書議事執政官・翰林・集賢・成 之在位者、悉會于南城之天慶寺、命秘書監丞

李某 之主、其王府之寮 悉以佐執事。 豆 嘉、尊 清、酒不強飲、簪佩

錯、水陸畢湊、各執禮盡 、以承 賜、而莫敢自恣。酒 、出圖畫若干 、

命隨其所能、 識于後。禮成、復命能文詞者、叙其歳月、以昭示來世。……

（ 清容居士集 巻四五、魯国大長公主図画記）本碑とのかかわりで注目されるの

は、 其王府之寮 悉以佐執事 とあるように、センゲ・アガに仕える魯王府の

官たちがこぞってこの一大イベントのスタッフとして参加していたということ

である。もとよりセンゲ・アガのインジェであったジグンテイも、センゲ・ア

ガに随行して大都まで来ていたのであり、本来は参加するはずだったと推測さ

れる。だが、その直前に急死してしまったのであろう。（古松）

［10］anu balγasun 彼らの城

漢文面［10］の 城 に対応。balγasunは［3］［9］で既出。ここでは［3］

の 全寧府城 を指す。既述のとおり現在の内モンゴル・オンニュート旗の烏

丹であり、本碑がかつてその近辺に存在したことは次項参照。（毛利）

［10］Qon-qi-ling dabaγan 歓喜嶺（という）嶺

漢文面［10］の 喜嶺 に対応。クリーヴスはQon si lingとするが、モン
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ゴル時代には、漢字の 喜 はパクパ字で “hi”とつづられ［Coblin 2007,p.

123］、qiの綴りが許容されることから、リゲティのQon-qi-lingをとるべきで

ある［Cleaves 1951,p.84,n.57； Ligeti 1972,p.53］。歓喜嶺という地名は

現存しないようだが、本碑の原所在地（＝歓喜嶺）について 潜研堂金石文跋尾

巻二〇は 碑は烏丹城南七里にあり、その地の名は烏蘭板である とする。 翁

牛特旗志 は、 承徳府志 に基づき かつての歓喜嶺は今の烏丹西大山である。

とする［翁牛特旗志編纂委員会 1993,p.726］。（毛利）

［11］tai-qong-taiqiu 太皇太后

太皇太后はハイシャンの子トク・テムル（文宗）の正皇后ブダシリ Budasiri＜

skt.buddhasrı。コンギラト 馬家出身で、父がディウバラ、母がセンゲ・アガ

（センゲ・ラギ・アガ）。

モンゴル文面のこの語は擡頭されている。ブダシリは元統元年（1333年）に太

皇太后となり順帝の政務を後見する。至元六年（1340年）死去［ 元史 巻一一

四、后妃伝一による］。彼女はエル・テムル死後の大元ウルス宮廷において大き

な影響力を持った人物であり、本碑の立碑も彼女の権勢が背景にあると えら

れる。（伴）

［11-12］turun ayaγatu qaγan-a ogtegsen-uqoyin-a 先にジャヤガトゥ・

カアンに与えられた後

ブダシリがトク・テムルに嫁いだことを指す。 元史 本紀によれば、泰定元

年（1324年）十月、英宗時代に海南の瓊州まで流されていたトク・テムルが、泰

定帝イスン・テムルより大都まで召還され、懐王の王号を封ぜられた直後のこ

とであった（ 元史 巻二九、泰定帝紀一、泰定元年十月丁丑、壬午）。（古松）

［12］Jayaγatu qaγan ジャヤガトゥ・カアン

この語は擡頭されている。なお［13］、［15］の qaγanも同様に擡頭されてい

る。ジャヤガトゥ・カアンの漢式廟号は文宗。名はトク・テムル。在位天暦元

年（1329）～至順三年（1332）。天暦の内乱の後に即位するが、その経緯は杉山［杉

山 1996,pp.202-211］を参照。（伴）

［13］buyuγu 〔ジグンテイの息子たちは〕居るか

動詞語幹 buyu- ある ＋現在・未来の形動詞語尾 -γu。ここのγuは文脈か

ら えると疑問形の意味で取る事が適当であるように えられる。クリーヴス

［Cleaves 1951,p.69］もそのような意味で訳している。松川節の教示によれば
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buyuγuの形で疑問の意味を持つのは非常に珍しいという。（伴）

［13］Sargesgeb サルゲスゲブ

まとまった彼の伝記は管見できなかった。本碑刻において彼の経歴に関する

記述は漢文面とモンゴル文面では異なる。

１．漢文面［13］：トク・テムルへの 臣（インジェ）→トク・テムルの即位→

宮相都総官府の副総官→宿衛（ケシク）。

２．漢文面［23］： トク・テムルの知遇を受ける→奉宸庫の提点→尚功署の

令→直省舎人→宮相都総管府の副総官→奉訓大夫。

３．モンゴル文面［13-14］：トク・テムルへのインジェ→ケシク→トク・テ

ムルの即位→奉宸庫の提点・尚功署の令→直省舎人→宮相都総管府の副

総官→奉訓大夫。

記述が二箇所に分かれている漢文面よりもモンゴル文面が整理されている。し

かし、サルゲスゲブがケシグに入った時期をモンゴル文面ではトク・テムルが

即位する前、漢文面では宮相都総管府の副総官になった後としている。（伴）

［13］kesig ケシグ

漢文面［13］の宿衛と対応する。ケシグは服属民の子弟を選抜したカアン直

属の組織である。1204年に創設された。カアンの警護を担当し、宮廷内の雑務

を管理する家政機関としての役割も担うほか、官僚の予備軍的な性格を有して

いた。ケシグに関する研究は数多いが、総論的な研究として古くは箭内

［1930］、その後の研究として真杉［1970］、Hsiao［1978］、蕭［1983］等があ

る。なお、モンゴル文面ではサルゲスゲブがケシグとなった後で様々な官職に

任命されているが、これはモンゴル王族による帝国統治を支えるものである、

私的主従関係と官僚制度の密接な関係を示している。ケシグと大元ウルスの官

僚制度との関係に関する専論として片山［1980］がある。（伴）

ケシグはカアンの宮廷のみならず、モンゴル王族の各ウルスにもより小規模

なかたちで設置された。ここでは、インジェとしてカトゥンのブダシリに付き

従ってやって来たサルゲスゲブが、即位以前のトク・テムル王府のケシグの一

員となったことを意味する。この点について、漢文面［13］では、 及即位、置

宮相都總管府、以為副總管、入宿衛 とあって、トク・テムル即位後に宮相

総管府副総管に任じられてからケシグに入ったというように読め、ブダシリに

随行してきたサルゲスゲブがケシグに入ってトク・テムルに近従し、即位後に
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取り立てられて官に任じられたとするモンゴル文面の記述とはあきらかに矛盾

する。おそらく漢文面は時系列を無視して任官とトク・テムルのケシグに入っ

たこととをまとめて述べたのであり、モンゴル文面の記述のほうが妥当である

と えられる。

なお、本碑では何も語らないが、ブダシリがトク・テムルに嫁いでから三ヶ

月足らずの泰定二年（1325年）正月、トク・テムルは、今度は建康（現在の南京）

へと流されている（ 元史 巻二九、泰定帝紀一、泰定二年正月辛丑）。このときカト

ゥンのブダシリも随行しているし（ 元史 巻一一四、后妃伝）、ケシグに入ったサ

ルゲスゲブも同様であったと推測される。（古松）

［14］yeke or-a 大位

この語は擡頭されている。 大 を意味する yekeはモンゴル皇室を表す言葉

である［志茂1995：461-475］。or-aについて、クリーヴス［Cleaves1950a,pp.

106-107,n.17］は 元朝秘史 等にある用語である oroの変形であり、or-aの

aは与位格では無いとする。

yeke or-aについては 張応瑞碑 のモンゴル文面［06］、［32］にも在証例

がある。また本碑［25］には yeke taiqu大太后 、［29］には yeke tai-qong

-taiqiu大太皇太后 という用語がある（後述）。しかし、この yekeは漢文では

表記されない場合が多い。クリーヴス［Cleaves 1950a,pp.106-107,n.17］が

指摘しているように本碑刻の yeke or-aに対応する漢文面［13］は 及即位

であり、 張応瑞碑 のモンゴル文面［06］に対応する漢文は である。

そのうえ、モンゴル文面と異なり、漢文面のこれらの語句は改行や空格などは

施されていない。また、本碑［25］、［29］の yeke taiquに対応する漢文は 裕

聖太后 、 元聖太后 であり（後述）、 張応瑞碑 モンゴル文面［02］において

対応する漢文は 正位 と表記されている。石浜［石浜 2001：第８章］におい

ては清代の史料である 平定朔漠方略 の検討を通じてモンゴル人の重要な観

念を表す用語が漢文では正確に翻訳されていない事が明らかにされているが、

本碑にも漢文面とモンゴル文面のくいちがいが見られる。ここからもモンゴル

文・漢文両者を比較検討する意義が見出される。（伴）

［14］vungcin-ku-yin tidem 奉宸庫の提点 ～son soyurqa u ogcugu 宣を

賜い与えた

この行のサルゲスゲブの官歴を述べるモンゴル文に対応する漢文は位置が異
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なっており、漢文面の［13］から［23］に移っている。（伴）

［14］vungcin-ku-yin tidem 奉宸庫の提点

奉宸庫 は 元史 巻八八、百官志四、中政院条に記載があり、 中藏の寶

貨 帛の給納の事 を掌り、 提點 四員が置かれるとされる。中政院は 中宮

関連の諸事を掌るものであり、ここでの 中宮 はブダシリである。すなわち、

時の太皇太后ブダシリに直属する財庫の管理をおこなう官職である。（毛利）

漢文面［23］の 奉宸庫提点 に相当する。片山［片山 1980,p.25］はケシ

ク出身者が各種倉庫の提点に任じられる事例を挙げており、職務内容は難しく

ないが責任感を強く要求されるため、ケシク出身者の人物を試みるために就か

せる見習い的な官職であるとしている。（伴）

トク・テムルの即位後、サルゲスゲブは、この奉宸庫提点を皮切りに栄達を

遂げていくわけだが、このころ彼と同じブダシリのインジェが取り立てられた

ことについては、 元史 巻三三、文宗本紀二、天暦二年（1329年）正月丙子 皇

后 臣張住童等七人、授集賢侍講學士等官。 という記事がみえる。（古松）

［14］sang-gung-suling 尚功署令

通常は 功 ではなく 工 の字を用いて 尚工署令 と記す。 奉宸庫 と

同じく、尚工署は 元史 巻八八、百官志四、中政院条に記載があり、 營繕

作の役 を掌る。 令 一員が置かれるとされる。太皇太后ブダシリに直属する

建設事業に従事する役所である。（毛利）

［14］cising-sesin 直省舎人

漢文面［23］の 直省舎人 に相当する。片山［片山 1980,p.25］はケシク

出身者の才器を試みるために就かせる官職だったとしている。（伴）

元史 巻八五、百官志一、中書省 中書省掾屬、……直省 人二員、至元

七年始置、後 至三十三員。掌奏事・給使・差遣之役。 元史 巻八二、選挙

志二、銓法上 直省舎人、内則侍相臣之興居、外則傳省 之命令、選宿衛及

臣子弟為之。又 其高等二人、 掌奏事。至元二十五年、省臣奏、其充是職者、

受宣命。 元史 巻八一、選挙志一、序 由直省・侍儀等入官者、亦名清望。

事林広記 官制類、随朝職品 従五品 直省 人 など。以上のいくつかの

記事より、直省舎人が中書省の属官であり、上奏・役使・派遣など中書省の情

報伝達にかかわる重要な仕事にあたり、ケシクや勲臣の子弟といったモンゴル

のエリートが任じられるポストであったことが知られる。張帆の研究に言及が
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ある［張 1997,pp.161-2］。（古松）

［14］gung-seng-vuu-yin vu-sunggon 宮相府の副総管

漢文面の 宮相副総管 に相当する。モンゴル文の vuuは 府 の音写と

えられる。漢文面ではモンゴル文の vuuに相当する語が無いが、クリーヴスは

府 に比定する［Cleaves 1951, p.86, n.71］。 元史 巻三四に 〔至順元年

（1330年）三月〕戊午、封皇子阿剌 納答剌為燕王、立宮相府總其府事 とい

う記述があるのでクリーヴスの比定は正しい。（伴）

元史 巻三五、文宗本紀四、至順二年三月癸卯 立宮相都總管府、秩正三

品、給銀印。同所、至順二年四月壬子 命燕鐵木 總制宮相都總管府事、也不

倫、伯撒里倶以本官兼宮相都總管府都達魯花赤。同所、同年五月丙子 建宮

相都總管府公 。 同所、同月丁丑 賜宮相都總管府給 璽書。 同所、同月甲

午 以平江官田五百頃立稻田提 司、 宮相都總管府。 元史 巻八九、百官

志五 宮相都總管府、秩正三品。達魯花赤二員、都總管一員、副達魯花赤二員、

同知二員、副總管二員、經 、知事、提控案牘承發架閣各一員。至順二年、罷

宮相 府 鶴馭司、改怯憐口 糧總管府為本府。 すなわち、サルゲスゲブの宮

相都總管府副総管任命は至順二年三月の総管府創設時であると えられる。サ

ルゲスゲブの任官については、［13］Sargesgeb サルゲスゲブ の項目におい

て前述。（古松）

［14］vungkun-da［iv］u sangon 奉訓大夫散官

漢文面［23］の 奉訓大夫 に相当すると えられる。モンゴル文の sangon

については漢文面に対応する語が無いが、クリーヴスは sangonを 散官 に比

定する［Cleaves1951,p.78,n.39］。 元史 巻九一によれば官制の中には 文

散官四十二階 が設けられ、その中に従五品として 奉訓大夫 があるのでク

リーヴスの比定は正しい。（伴）

［14］son soyurqa u 宣を賜い

漢文面ではここの 宣を賜い に対応する表現はない。漢文面は官歴を重ね

て 奉訓大夫 についたことを述べているのに対し、モンゴル文面は皇帝の直

接の命令で任命されたことを強調している。片山［片山 1980,p.32］は皇帝と

ケシクとの主従制的な関係は官僚制的な支配統属関係より優位にあったと述べ

ているが、モンゴル文面はそのような状況が表れているのであろうか。微細な

相違点ではあるが、 出世 や 名誉 に関する認識が漢人とモンゴル人とでは
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異なっていたことが示されていると えられる。（伴）

［14-15］eduge qaγan 今、カアンは

qaγanの字は擡頭されている。漢文面［14］の 今皇帝 に対応している。

順帝トゴン・テムルを指す。（伴）

モンゴル文面は 今、カアンは…… と読めるのにたいし、漢文面［14］は

今皇帝 とあり、 今の皇帝 と解せる。いずれにせよ、本碑が立てられた至

元四年時点での皇帝とは明宗コシラの子であるトゴン・テムルを指す。このと

きトゴン・テムルはまったく実権を持たず、大権は太皇太后であるブダシリの

もとにあった。したがって、ブダシリの 臣（インジェ）であったサルゲスゲ

ブが父ジグンテイの碑文を特別に立てることを認められるに至った後ろ盾は、

当然のことながら太皇太后ブダシリであったはずであり、トゴン・テムルの寵

愛を受けたという記述をかならずしも額面通りに受け取ることはできない。（古

松）

［15］duled 一層

この語をクリーヴス［Cleaves1951,p.69］はmore and moreと訳す。小沢

［小沢 1987,p.37］は なお一層、それほど一層 の意味であるとする。duled

についてクリーヴス［Cleaves 1950a,p.115,n.103］は 元朝秘史 の用例を

あげ、後代の文献には見受けられないとする。小沢［小沢 1987,p.37］でも duled

は現在では用いられていない用語とする。（伴）

［15］kegur 墳墓

クリーヴス［Cleaves1951,p.69］は tombと訳す。この語については ヒン

ドゥー碑 のモンゴル文面［54］にも在証例がある。kegurについてクリーヴス

［Cleaves 1949, p.103, n.45］は、中世モンゴル語においてはこの語は見られ

ず、後に墳墓という意味で現れ、そこから遺体という意味が派生したとするペ

リオの説を紹介している。しかし、ペリオが kegurの初出を至正二二年（1362年）

に立てられた ヒンドゥー碑 としている記述を訂正し、後至元四年（1338年）

に立てられた本碑刻のここの箇所を初出としている。（伴）

［15］Ge qiosi-i 掲 斯

元史 巻一八一に列伝がある。字は曼碩。若い頃に文才を認められ、推挙

されて国史院編修官となり、その後も要職を歴任した。 経世大典 の編纂に関

わり、 遼史 、 金史 、 宋史 の編纂の際には総裁官の一人となる。至正四年
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（1344年）に死去。（伴）

［16］ rlγboluγu おおせをなした

漢文面［14］では 詔 とあり、モンゴル文面にみえる皇帝（カアン）の口頭

による至高の命令 rlγ～ arliγを意味する 聖旨 の語が用いられていない。モ

ンゴル文面に rlγがみえる以上、カアンがモンゴル語でジグンテイ神道碑の立

石と撰述を命ずるジャルリグ（聖旨）を発し、それを受けて翰林国史院で雅文漢

文による 詔 が起草されて関係者へ発給されたと えるべきであろう。ここ

から、漢文のみでは分からない勅建碑作成の過程がうかがえ、興味深い。

モンゴル時代のモンゴル語文献では、カアンが arliγを発することを、動詞

bol-を用いて表現する。 元朝秘史 ［SH 04：43：10， 145など］や漢蒙合璧

碑（ 張応瑞碑 ［10］、 ヒンドゥー碑 ［11］）など、数多くの在証例がある。元代の

モンゴル語直訳体公文書に頻出する …… 道、聖旨了也（……とて、聖旨をなし

た）。という表現は、モンゴル語の対訳の事例は存在しないものの、原語は“……

kemen arliγbolba(boluγu)”であると予測される。この点について、つとに

村上正二が、 元朝秘史 にみえる “arliγbolba”という表現が … 道聖旨

了也 の原形ではないかと推測している［村上 1970,vol.1,pp.335-6］。

なお、このジャルリグ（聖旨）は順帝トゴン・テムルの発令したものである

が、［14-15］eduge qaγanの註で述べたように、事実上太皇太后ブダシリの後

ろ盾によって発せられたものとみてよい。（古松）

［17］suu-dan degedus 威霊をもつ祖宗

改行擡頭して敬意を表しており、モンゴル朝廷にかかわる語である。suu（威

霊、威福）はモンゴル皇帝およびそれに関連する事柄を形容する語である。クリ

ーヴスによれば、suu-tanは suu-tuの複数形であり、degedusは 至高の の

意味を持つ degeduに複数形語尾 -sがついたもので、pluralis majestatis（尊称

としての複数形）であるとし［Cleaves 1951,p.88,n.79］、“Fortunate Emperor”

と単数形のかたちで訳語をあてているが［Cleaves 1951,p.69］、ここではチン

ギス・カン以来のモンゴルの拡大を述べているのであり、特定の皇帝ではなく

歴代の皇帝を指すはずである。なお、当該箇所の漢文面［14-15］でこの語に対

応するのは 我朝 である。（古松）

［17］niguleskui 慈しみ

動詞語幹 nigules- 慈しむ ＋現在形の形動詞語尾 -kui。漢文面［15］冒頭の
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我朝以仁愛立心 とある 仁 に対応する。これについては、 華夷訳語 （甲

種本）身体門に 仁 紐列思魁 ni’uleskui ［HYYY 01：25：04］とあり、 華

夷訳語 （甲種本）来文 詔阿札失里 には ni’uleskui sedkil-iyer olon-i
 

amurli’ulu’ad（慈しむ心で衆を慰撫し）［HYYY02：05：02］と本碑と似た表現

がみえている。詔阿札失里 においてこのモンゴル語に対応する雅文漢文は 以

仁撫衆 であり、ni’uleskui sedkilの傍訳は 仁 心 があてられている。本碑

や 華夷訳語 より、niguleskuiが経書などにもしばしばあらわれる儒教のもっ

とも重要なキー・ワードのひとつである漢語 仁 に対応するモンゴル語であ

ったことが分かる。（古松）

［17］isiyekui ？する

クリーヴスが述べるように、この語は他所に在証例がないが、niguleskuiの同

義語であると推測される［Cleaves 1951, p.88, n.80］。niguleskuiとあわせて

漢文面［15］にみえる 仁愛 という漢語に対応するはずである。（古松）

［17］dolegen-e 穏やかに

静かな、穏やかな を意味する形容詞 dologen～dolugenの代替形の語と推

測され、-eは与位格を示す語尾である［Cleaves1951,p.88,n.81］。 華夷訳語

（甲種本）通用門にみえる 慢 多劣延 dolo’en ［HYYY01：26：10］も同一

語で、 ゆったりした の意味。前語 aγui-aとあわせ、漢文面［15］にみえる

以廣大制國 の 廣大 （ 寛大な の意）に対応する。ここにはモンゴルの武

威の強調はなく、チンギス以来のイェケ・モンゴル・ウルスおよび大元ウルス

は寛容な支配によって広大な領域の統治に成功してきたとする立碑当時のモン

ゴル政権の公式見解を示している。（古松）

［17］olan qari-yi oraγuluγad nigedkekusiltaγan ene kubui -e 多くの国

を投降させ統一する理由はこれであろう

oraγuluγadは、漢文面［15］ 臣妾天下 の 臣妾 に対応する。動詞語幹

ora- 入る ＋使役形 -γul-＋介在母音 -u-＋完了形の連用形語尾 -γad.

ora-は oro-の古い語形と えられている。 元朝秘史 では、oro-の傍訳と

して、 入 のほかに 投入 投降 投 をあてる事例が見えていて［栗

林 2009, pp.335,337-8］、ある人間や集団が他所より投降してモンゴル・ウル

スに入ってその一員となる動作を表す語として用いられていることが知られる。

ここもこれとまったく同じ用法である。
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この部分にみえる ene これ とは、この行冒頭からの suu-dan degedus

～bariγsan-u tulaの部分を指す。（古松）

［17］edugeki 今の

副詞 eduge- 今 ＋接尾辞 -ki［Cleaves 1950a,p.111, n.58］。接尾辞 -ki

は、副詞の語尾について同じ意味の形容詞をつくる機能を持つ［Poppe1954,p.

50］。（古松）

［17］bicig erdem es-e ber surbasu 文の学問を学ばなくても

対応する漢文面［15］は 不待問學 。bicigは儒学の経書をはじめとする漢文

典籍を指し、bicig erdemで、そうした書物に書かれている士大夫の学ぶべき学

問を指す。（古松）

［17］tutum 毎に

この語は TWYDWM であり、前舌母音の語であることは明らかであるが、

元朝秘史 に数カ所現れる tutumと同じ語であろう［栗林 2009,p.478］。ク

リーヴスは dutumと転写するが、ここでは 元朝秘史 にもとづき tutumとし

ておく。クリーヴスは、torgeと torγaのように異なる音韻を持ちながら意味は

同じとなる語の組み合わせが、モンゴル語には数多く存在することを指摘して

いる［Cleaves1951,p.89,n.85］。

［17-18］erten-u seced sayid-［un］uile 古えの賢人たち、善人たちの行い

漢文面［15］にみえる 古聖賢 に対応する。漢語で記される 聖賢 とは、

ひろく中国歴代の聖人や賢人を指すが、孔子や孟子をはじめとする儒家を指す

場合が多い。たとえば、 事林広記 （至順刊本）後集巻三～五に収められる聖賢

類、先賢類などを参照。（古松）

［18］toqiyaldun neyilemu 出あい合致する

toqiyaldunは動詞語幹 toqiya-会う ＋相互形 -ldu-＋非分離継続形連用語

尾 -n。つぎの語をクリーヴスは neyilmuと翻字するが［Cleaves 1951, p.

54］、拓影をみるとN’YYL’MW と読め、neyilemuとすべきであろう。元朝秘

史 に多くの用例があり、傍訳は 相合 である［栗林 2009,pp.315-6］。この

二語で漢文面［15］の 與……合 （～と合する）に対応する。この部分の記述

は、漢地の儒学の教えが一般のモンゴル人のあいだではあまり普及していなか

ったことを示すものではあるが、同時に儒教振興策を推進する当時のブダシリ

を中心とするモンゴル政権の意向に合致するものであり、華北分封地のなかに
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曲阜を擁するコンギラトが早くから儒学をはじめとする漢人士大夫の文化を保

護してきたことをあわせて えると、非常に興味深い。（古松）

［18］siltaγan inu yaγun kemebesu その理由は何かと言えば

クリーヴスがすでに指摘するように［Cleaves 1951, p.89, n.86］、モンゴル

語訳 孝経 18葉裏６～７行目に、“siltaγan anu yaγun kemebesu”という

非常に類似した表現がみえる［Cleaves2001,pp.80,85］。（古松）

［18］tngri-yin ayaγabar torogsen ku bui -e 天の定めによって生まれた

からであろう

漢文面［15］ 天運之所在如此 に対応する。クリーヴスがすでに指摘するよ

うに［Cleaves 1951, p.89, n.87］、ここの表現は 元朝秘史 冒頭にみえるか

の有名な “Cinggis-Qahan-u hua’ur de’ere tenggeri-ece aya’atu toregsen
 

Borte-Cino au’u.（チンギス・カアンの根源は、上なる天より定めをもって生まれたボ

ルテ・チノであった）”［SH 01：01：02-03, 1］という表現に類似し、注目され

る。（古松）

［18］ogiyemur 気前がよい

漢文面［15］ 尚義而好施 の 好施 に対応する。この語は、コヴァレフス

キーの辞書にみえるが［Kowalewski1,p.566］、現在、内モンゴルのモンゴル

語では、ウイグル字で oggiyemur(’WYKKYY’MWR）とつづられる［ 蒙漢詞典

p.279］。ogiyemurはこの語の古いつづり方であると えられ、ほかにモンゴル

語版 スバシド Subhasitaratnanidhi９章３葉表に２箇所の用例がみえる

［Ligeti1948;Bosson1969,p.189］。クリーヴスが述べるように、動詞 og-与

える より派生した語である［Cleaves1951,p.89,n.88］。（古松）

［18］ol［os］kuleng-tur 飢える者に

碑刻の断裂により、語頭の ’WYL-と語末の -KWL’NKのあいだが欠けて

みえないが、漢文面［15］ 飢 に対応する語であるから、欠けた部分に -WS

-があると えて、oloskulengと復原することができる。クリーヴスによる転

写では ol［us］kulengとする［Cleaves1951,p.55］が、 元朝秘史 には 飢え

る を意味する動詞語幹の音訳として 斡劣思、斡羅思、斡劣速、斡羅速 （olos

-）と綴っているので［栗林 2009,p.349］、ol［os］kulengとすべきである。（古

松）
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［18］budaγan 粥

対応する漢文面［15］は 其食 であるためか、クリーヴスはたんに foodと

訳すが、厳密には正確ではない。この語については、 事林広記 所収の蒙古訳

語（元至順年間椿荘書院刊本続集巻八所収）、至元訳語（元禄年間刊和刻本庚集巻一〇所

収）の飲食門に 粥 不朶 とあり、 華夷訳語 （甲種本）飲食門に 粥 卜答

安 ［HYYY01：12：11］とあり、 元朝秘史 卜答安 buda’an の傍訳に 粥

飯 とあり［SH 01：28：01, 46］、 華夷訳語 （乙種本）飲食門 PWD’X’N

(budaγan）粥 卜答安 （東洋文庫蔵韃靼館雑字語50葉表）とあって、粥を意味する

ことが分かる。また本碑と同時代の 張応瑞碑 のモンゴル文面［15］には

PWD’X’(budaγa）と現れる。（古松）

［18］daγaraγsan-tur 凍えた者に

動詞語幹 daγara- 冷たく感じる ＋完了形形動詞語尾γsan＋与位格語尾 -

tur。形動詞語尾がついて、動作を行う主体を表す。（古松）

［18］degel qubcasun 衣服

degelも qubcasunもいずれも 衣 の意味で、同義語を重ねてつくられる熟

語。クリーヴスがすでに指摘するように［Cleaves1951,p.90,n.89］、 元朝秘

史 に“de’el qubcasun-iyan（傍訳 衣服自的行 ）”という同じ表現が在証され

る［SH 04：39：07, 145］。現代モンゴル語で degelは debelとつづられ、debel
 

qubcasuという表現がある［Lessing1960,p.976； 蒙漢詞典 p.1163］。（古松）

［18］nasun-tur kurugsed-te 成人たちに

kurugsedは kurugsenの複数形で、nasun-tur kurugsedは直訳すると 年に

達したものたち だが、転じて 成人 の意［Cleaves 1951, p.90, n.91］。現

代モンゴル語でも同様の表現がある［Lessing 1960, p.566； 蒙漢詞典 p.

350］。（古松）

［18］beri ba［γulqui］ 嫁を娶り

beriについては、 事林広記 所収の蒙古訳語（元至順年間椿荘書院刊本続集巻八

所収）人事門に 児婦 別里 、同至元訳語（元禄年間刊和刻本庚集巻一〇所収）人

事門に 児婦 里 、 華夷訳語 （甲種本）人物門に 婦 別里［舌］ とあ

り［HYYY01：15：03］、息子の妻を指す。つづく語については、末尾に断裂

があるため、語頭の P’しかみえない。クリーヴスはこの部分について、モスタ

ールトの示唆にもとづき baγulquiと復原している［Cleaves 1951, p.91, n.
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92］。現代モンゴル語では、嫁を迎えることを beri baγulγaqu（直訳すれば 嫁

を下ろす の意）というが、 元朝秘史 では 下ろす を意味する動詞は ba’ul

-と表記しており［栗林 2009,p.57］、当時は baγul-が用いられていたと判断

できる。そして、次行の -durにかかるので、現在形形動詞語尾 -quiを付して

baγulquiと復原することができる。（古松）

［19］oki beγarγaqui 娘を嫁がせる

字義どおりには 娘を出す の意で、娘を家から嫁に出すことを言う［Cleaves

1951,p.91,n.93］。（古松）

［19］nemesun 援助

クリーヴスが述べるように、他に在証例を見ない語［Cleaves1951,p.90,n.

90］。neme- 添える ＋名詞化語尾 -sun. 元朝秘史 に “neme’esun涅蔑額

孫（傍訳 添助 ）”が在証される［SH 08：08：05, 199］。（古松）

［19］yasun bariqu 葬る

字義通りには 骨を取る の意であるが、転じて 葬る の意。漢文面［16］

の 喪葬 に対応し、埋葬およびその前後の祭祀をふくむ一連の喪葬儀礼をお

こなうことを指すと えられる。クリーヴスが指摘するように、 元朝秘史 巻

八（二葉裏、二二葉裏）に３箇所在証例がある［Cleaves1951,pp.91-92,n.95］。

現代の内モンゴルでも yasu bariquで 送終 の意があることが知られる［ 蒙

漢詞典 p.1387］。なお、広範な現代モンゴル族の喪葬儀礼にかんする民族誌を

用いた人類学研究によれば、死の直後あるいはしばらく遺体を安置してから死

者の姿勢を整えることを yasu bariquと呼び、喪葬儀礼のはじまりを意味する

という［小長谷 1998,p.171］。（古松）

［19］butugen 成し遂げて

クリーヴスは butegenと転写するが、拓影をみると PWYDWK’N (butugen）

と読める。 元朝秘史 では、butege-が３例、butuge-が１例、それぞれ確認

できるが［栗林 2009,p.102］、いずれも傍訳は 完備 であり、物事を完全な

状態にすることを言う。（古松）

［19］nigulesigeu 慈しみ

この語は在証例がないが、［17］に既出のとおり、当時のモンゴル語文献にふ

つうにみられる nigules- 慈しむ との関連が予想される。クリーヴスによれ

ば、在証されない nigulesという形容詞があり、それに名詞や形容詞を動詞化す
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る接辞 -sige-がついたものと推測している。そして、接辞 -sige(siγa)-は

-siye(siya)-の古い形であると えられている［Cleaves1951,p.92,n.96］。

（古松）

［19］u ugur qi iγar［-un uile］ 辺境の事を

uugurは 元朝秘史 に数例在証され、傍訳は 梢 梢頭 で、 先端 端

を意味する［栗林 2009,p.512］。いっぽう、qiiγarは ヒンドゥー碑 モンゴ

ル文面［31］に qiaγarが在証される。 元朝秘史 では kii’arと kia’arの双

方がみられ、いずれも傍訳は 邊 である［栗林 2009,p.270］。 華夷訳語 （甲

種本）方隅門には 邊 乞札阿児 kia’ar 梢 兀主兀児 uu’ur ［HYYY01：

25：16］が並んであらわれる。漢文面［16］の 封疆 に対応し、この二語が

連なって、辺境を意味する。ここでは国家にとって重大な意味を持つ軍事関係

の職務を指すものと えられる。（古松）

［20］sing tai-yin yeke uile qadaγalaγuluγsan bogesu 省や台の大事を監督

させていたなら

冒頭の singは 中書省 の 省 、taiは 御史台 の 台 の漢字音を表し

たもの。この部分全体で漢文面［16］の 立廊廟 に対応する。 廊廟 とは朝

廷の意味であり、漢文面では 朝廷に立たせることができたなら という意味

になるが、モンゴル文面では中書省と御史台という二つの具体的な官庁名でこ

れを表す。クリーヴスの言うように、モンゴル語へ翻訳する際に、漢文の文語

的表現を口語的表現に置き換えたのであろう［Cleaves1951,p.93,n.99］。（石

野）

［20］ker maγ-a eduiber qocorcuγu いったいどうしてこの程度で止まった

のか

漢文面［16］の 而竟止此 に対応する。ker maγ-aについては 華夷訳語

（甲種本）来文 詔阿札失里 に ker maqaとして現れ 何期（思いもよらぬこと

に） との傍訳があてられている［HYYY2：03a2］。1340年発令の雲南王アル

グの令旨碑［03］行目にも見られる表現である［Cleaves 1964-5,pp.50-51,n.

9］。qocur-は現代ハルハ方言では 残る、遅れる の意味で用いられる。直訳

すると どうしてこの程度で止まったのか となる。 元朝秘史 にも何カ所か

qocur-という綴りで現れるが傍訳の大半が 落後 で、他には 堕落 抛下

という意訳が一部見られるだけであり、死を表している用例はないが、クリー
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ヴスはこの部分をHow,then,did it happen that he died at this moment?（ど

うして彼はこの時点で亡くなったのか）と意訳している。シグンテイはより大きな仕

事を行えたにもかかわらず若くして亡くなったことを嘆く表現と言えよう。（石

野）

［20］qairan-tai gergei inu 彼の愛した妻

漢文面［16］の 夫人 に対応する。直訳すると いたわりもつ妻 だが 寵

愛した妻 という意味にとらえて良いだろう。qaira-の用例は少なく 元朝秘

史 には一例も見られないが 華夷訳語 （甲種本）来文 勅禮部行移安答納哈出

［HYYY2：25a1］に qairala=qciという表現がみえ、その傍訳に 愛恤的

があてられている。（石野）

［20］Adar アダル

漢文面［16］の 阿 而 に対応する。クリーヴスは 阿 而氏 と後ろに

氏 の文字があることから、個人名ではなく氏族名と推定する［Cleaves1951,

p.93, n.103］。確かに前近代の中国では女性の名前は姓＋氏で表されることが

多いが、モンゴル人にも通用することができるかどうかは疑問である。本碑漢

文面に見られる 竹公 竹君 はジグンテイ（竹温台）というモンゴル人名を漢

語のように表現しただけで姓を示しているわけではない。該当箇所ではアダル

というモンゴル人女性の名前に敬称として漢語の 氏 を加えただけではなか

ろうか。なお、 元朝秘史 にはAdargin［SH 01：28：03, 46］、Adarkin［SH

08：41：08, 207］、Adarkidai［SH 01：28：02, 46］という氏族名が現れる。

（石野）

［20］ ob es-e bolbasu 亡くなると

er-e-yugen ob es-e bolbasuで漢文面［16］の 失其所天 と対応する。 ob
 

es-e bol-は 死ぬ ことを表す慣用表現である。 元朝秘史 においてトゥル

イが毒薬をあおって自殺する場面でこの表現が現れる。傍訳では 是不做呵（行

わないので） 是不曾做了呵（行わなかったので）と直訳されているが、総訳には

遂死了 とある。この ob es-e bol-というモンゴル語表現は本碑刻を含め

張応瑞碑 や ヒンドゥー碑 など複数の漢蒙合璧碑文の中に現れ、いずれ

も漢文面の 薨 没 終 といった 死 を表す漢字と対応していることか

ら、クリーヴスは 元朝秘史 における表現も同様に 死ぬ という意味の慣

用表現と結論づける［Cleaves1948］。（石野）
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［20］onocin kobegun-iyen manduγulu asaraγad 孤児（←自分の）を育て世話し

漢文面には見られないモンゴル文面独自の表現である。漢文面ではアダルが

サルゲスゲブを育てたことについては特に触れず、貞節を守ったことのみ述べ

る。（石野）

［21］cing oriγ〔-iyaran〕 堅き意志で

漢文面［16］の 玉雪 という潔白、高潔さを表す語と対応する。cingは至

誠の意。 誠 の漢字音からの借用語か。 元朝秘史 には cing sedkilten（誠の

心もつ）として用例有り［SH 10：01：09, 230］。拓本からは oriγに続く文字

は確認できないが、クリーヴスは意味から推測して iyarを補うべきとし、リゲ

ティは iyaranを補う。ここではリゲティに従うことにする。なお ヒンドゥー

碑 のモンゴル文面の［30］には cing unen oriγという表現が見られる［Cleaves

1951,p.93,n.105］。（石野）

［21］beyeben ariγun-a saqiu 自分の身を清く守り

漢文面［16］の 能玉雪自守以保其節 と対応する。同様の表現が ヒンド

ゥー碑 モンゴル文面［29］にも現れる。これは同碑の漢文面［20］の 自持

と対応する［Cleaves1951,p.93,n.107］。（石野）

［21］saγun a iγai 生きていた

この表現は文字通り解釈すれば saγu-nという 座る を意味する動詞に a-

iγaiという表現がつき 座っていた となる。クリーヴスによれば aiγaiは

auγu(auγui）の古典的な女性形である。なお、 元朝秘史 には -i’aiとい

う形の女性形の語尾が現れ［SH 10：13：02, 238］ 張応瑞碑 でも -igiや

-cigiといった女性形の語尾が現れる［Cleaves1951,p.93,n.106;Cleaves1950,

pp.120-121,n.151］。（石野）

［21］nilq-a bukui-degen 幼いうちに（←自分の）

漢文面［17］の 以弱齢 に対応。nilq-aは 最も小さい という意味であ

り、直訳すると （自分が）最も小さかった頃に となる。なお nilq-aは 元朝

秘史 においてNilqa Senggum（赤児のようなセングム）という固有名詞として

現れる［SH 05：39：07, 165］。［Cleaves1951,p.93,n.108］（石野）

［21］acige-yugen kekudegleceu 自分の父を失い

漢文面［17］の 失其所 に対応する。kekudeglece-は［09］にも kekudeg-

lecegsenとして現れる表現であるが、他の文献には在証されない。［09］でも漢
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文面の動詞 失 と対応しているため、失うことを意味していると見て間違い

ない。（石野）

［21］［a］maraγuluγsabar 平穏に過ごしながら

冒頭の文字は判然としないが意味から補った。漢文面［17］の 自克 と対

応する。amaraγuluγsabarは、親愛を意味する動詞 amara-は amala-と同じ

意味で安らぐことを意味し、それに使役態 -γul-、介在母音 u、継続の副動詞語

尾 -γsabarが付いたものである。（石野）

［21］ al［γam i ab］un （父の）跡を取る

alγa-は つなぐ という意味の動詞語幹。この部分は判読困難であるが、

漢文面［17］の 以善其継 より推定してγami ab-という綴りを補った

［Cleaves1951,p.93,n.109］。 元朝秘史 では jalqa-qsanという形で現れ 接

了的 という傍訳が付けられている［SH 03：23：09, 114］。（石野）

［21］ulam おかげで

漢文面［18］の 因 と対応する。ulamには複数の意味がある。コヴァレフ

スキーの辞書には 徐々に、ゆっくり といった意味が示され、 元朝秘史 で

は、ulam ulamという形で現れ 轉轉 と傍訳があてられ、 代々継いで とい

う意味で用いられる［SH 07：03：10, 187］。さらに ヒンドゥー碑 モンゴ

ル文面［11］には 伝統 という意味の用例が見つかる。しかし、これらの用

例に示される意味は、この場所にはそぐわない。クリーヴスは 興元閣碑 の

モンゴル文面に現れる ulamが漢文面の 因 と対応していることなどを挙げ

て、因果関係を示していることを指摘する。このような用例は 孝経 のモン

ゴル語訳にもいくつか見られるという［Cleaves1951,p.93,n.110］。（石野）

［22-24］degedus 朝廷

degedusは前掲115頁の注にあるように［17］冒頭にも suu-dan degedus と

いう形で現れ、漢文面［14-15］の 我朝 に対応している。［22］でも同じく

改行擡頭されている。漢文面［18］の 天子 と対応するので、トゴン・テム

ルを指すようにも見えるが、degedusと複数形で書かれているため単独の個人

を指しているわけではない。トゴン・テムルだけでなくブダシリらも含めた宮

廷の人々の集団を指しているのであろう。なお、［23］［24］も同様に degedusの

語が改行擡頭されて現れる。［23］はこの碑刻を立てた主体を表しており、おそ

らく指し示すところは［22］と同じである。［24］の degedusは［24-31］に列
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挙される賜与がカアンによるものだけでなく、センゲ・アガなどの女性による

ものも含まれていることからわかるように、必ずしもカアンだけを指している

わけではない。（石野）

［22］t［...］γdan

漢文面［18］の 賢其父以及其子 と対応する部分であるが、この単語は判

読することができない。（石野）

［22］geyigulun 顕彰して

geyi-は 明るくなる の意。使役態の -gul-と介在母音 uがついて 明る

くさせる 明らかにする という意味になる。geyigul-は 張応瑞碑 モンゴ

ル文面［48］にも geyigulkuiとして現れる。 アルタン＝ハーン伝 にも

geyiguluが 等しく有情を照らす という意味で現れる［吉田ほか 1998,p.

50］。ここでは 功績を明らかにする という意味と えればよいだろう。（石野）

［23］otogu boγod-un 譜代の隷臣たちの

漢文面［18］の 元勲世臣 と対応する。漢文面の註でも記されているよう

にモンゴル・ウルス建国時の功臣と代々モンゴルに仕えてきた家柄を指す。

otoguは 元朝秘史 に多く用例が見られ 老的毎 ［SH 10：13：02, 238］

長的毎 ［SH 10：13：02, 238］などといった傍訳があてられ、 華夷訳語

（甲種本） 人物門 で［HYYY1：14a8］にも 老人 斡脱 古温 otogugu’un

とある。 ヒンドゥー碑 モンゴル文面［12］にも otogus-unといった例があ

る。boγodは名詞 boγolという奴隷を表す名詞の末尾の -lが脱落して複数形

語尾の -dが付いたもの。ここで複数形を示す -dは boγolの後ろにだけつい

ていることから otogu boγodでひとまとまりの表現だと思われる。（石野）

［23-24］Jiguntei degedus-e ug-iyer belgetei-e kucu ogugsen-u tula.

soyurqa u ogtegsen ed sukes-un toγan. ジグンテイが朝廷に正しく顕著に

力を与えたため，恩賞して与えられた財錠の数は

以下に歴代カアン、カトンからジグンテイが受けた賜与が記される。これら

の賜与は、ジグンテイがディウバラあるいはセンゲ・アガに随行してモンゴル

朝廷を訪れたさいに賜ったものであろう。

大元ウルスのカアン（皇帝）は、大量の賜与をおこなうことにより、配下のモ

ンゴル帝室以下の遊牧民集団の支持をとりつけていた［杉山 1995,p.207］。す

なわち賜与は、大元ウルス政権の存立にかかわるきわめて重要なものであった。
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帝室など有力な王族に毎年決まった額が支給される歳賜や、臨時におこなわれ

る特例の賜与などについては、 元史 などに数多くの記録が残っているが、本

碑のごとく、モンゴル王族に仕える末端の一臣僚への生涯にわたる賜与が詳細

に記されている事例は希有であり、モンゴル時代の賜与というものを 察する

うえで貴重な価値を持つ史料である。（古松）

この部分は漢文面［18］の 最公平生所被錫 と対応し、ジグンテイが朝

廷から与えられた賜与が以下に列挙される。 平生 という漢語のニュアンスは

モンゴル文面には反映されておらず、degedus-e ug-iyer belgetei-e kucu

ogugsen-u tulaに相当する表現は漢文面には存在しない。（石野）

［24］belgetei-e 顕著に

漢文面にはこの部分に対応する表現はない。クリーヴスは ug-iyerと bel-

getei-eを合わせて in a significant mannerと翻訳する。belgeの原義は 表す

もの であり、 元朝秘史 では目に見える形、耳に聞こえる形での しるし

といった意味で用いられる。belgeteiはそれに ～を持つ 意味を表す -teiが

付いたものであるから、漢文面の表現とも照らし合わせると 顕著に など、

彼が目に見える業績を挙げたことを示すような意味と えるのがよいだろう。

この表現は ヒンドゥー碑 にも belgetui-eという形で現れる［Cleaves1949,

p.127,n.227］。（石野）

［24］Dai-diiγurban on 大徳三年

漢文面［18］の 大徳三年 と対応している。大徳三年は西暦1299年にあた

る。（石野）

［25］yeke taiqiu 大太后

モンゴル語の yekeと漢語の 太后 の音写 taiqiuを組み合わせたもので、擡

頭される。ここでの太后は漢文面［19］の 裕聖太后 に対応し、チンキムの

夫人ココジンを指す。ココジンはコンギラト出身で、ダルマバラや成宗テムル

等の母（ 元史 巻一一六后妃伝）。 大 を意味する語はモンゴル皇室に関わるこ

とを意味することがあり［志茂 1995第五部］、本例や［14］の yeke or-aもそ

れにあたるか。（毛利）

［25］menggu sukes 銀錠

sukesは sukeの複数形。単独あるいは ed sukes の形で［８］［24］に既出。

元来「斧」の意であるが、モンゴル時代にはしばしばインゴットを示す術語と
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して用いられる。mengguは古典期モンゴル語では第一音節の母音が oとなる

ほか、先古典期モンゴル語でも 元朝秘史 238等では 蒙古 と漢字音写さ

れる［SH 10：13：02, 238］ことから同様に oが一般的と えられる。しか

し、ライデン語彙で eとなるほか、一部のモンゴル系諸言語や満洲語では eの

形をとることからここでの表記は孤立したものではない［Cleaves 1951, p.96,

n.118］。むしろ、当時の eと oに明確な区別を求めることが難しいとも えら

れる。（毛利）

［25］qas bus-e 玉帯

漢文面［19］の 瓊玉束 に対応。qasはテュルク語からの借用語であり、

カシュガリーに用例がある［Cleaves1949,p.125,n.211］。（毛利）

［25］Ci-dai terigun on 至大元年

至大元年は西暦では1308年に相当。至大 Ci-daiのパスパ字音は ji-tay［Cob-

lin 2007,pp.121,133］。（毛利）

［26］Kulug qaγan クルグ・カアン

武宗ハイシャンを指し、擡頭される。（毛利）

［26］tanatu 真珠入りの

漢文面［20］の 大珠 に対応。tanaは 華夷訳語 （甲種本）珍宝門でも 大

珠 とされる［HYYY 1：13b4］。ここでの tanatuは tana＋tuから構成され、

「大きな真珠を持つ」の意である。 元朝秘史 には複数形の tanasの形以外に

まさに tanatuとして用例があり、 大珠有的 とされる［SH 04：14：04,

133］。モンゴル語の tanaはペルシア語 dana（種）がテュルク語を経由して導入

されたと えられる。王国維 蒙古札記 塔納条（ 観堂集林 巻一六）には漢文

史料における 塔納 等の漢字音写例が検討される［Cleaves 1951,pp.96-97,

n.124］。漢文史料での用例としては 元史 巻七八、輿服志、質孫条に 答納

都納石失（原注、綴大珠於金錦）（ 納石失 は同条の原注によれば金錦のこと）とある

ものも挙げられる。なお、後世のモンゴル語における tanaは真珠そのものでは

なく母貝をさす。（毛利）

［26］tomuγ-a 頭飾り

漢文面［20］の 首飾 に対応。他のモンゴル語史料には見出せない語彙だ

が、カルムイクやオルドスに関連の想定される語彙が存在する。一説に 紡ぐ・

る を意味する動詞語幹 tomu＋γa（未完了形動詞）から構成されるとされる
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［Cleaves 1951, p.96, n.123］。クリーヴスにはこの語について専論もあり

［Cleaves1954b］、胡敬 南薫殿図像 に引く 永楽大典 所引 析津志

（後に 析津志輯佚 風俗条所収）によって、漢文史料では 脱木華 と音写され

ること、 木 字で音写されることから第二音節の母音を oではなく uとみなす

べきこと、及び本碑文で tanatu tomuγ-a（真珠入りの頭飾り）とされるのと同様

に 脱木華 が真珠で装飾されること等が指摘される。（毛利）

［26］tabin sukes cau 五十錠鈔

sukesは［8］［24］［25］に既出。cauは漢語 鈔 （紙幣）の音写で、パスパ

字音は chaw［Coblin 2007, p.152］。ここでは sukes cauの組み合わせで用い

られ 紙幣 の意味となる。元代の紙幣＝鈔には中統鈔と至元鈔が存在するが、

単に 鈔 と言えば通常中統鈔を指す。tabin sukes cau全体では漢文面［20］

の 楮弊二千五百 に対応。貫文単位（ここでは ）は民間での、錠両単位

は政府の使用単位であったというが、モンゴル文面と漢文面で単位の表記が異

なる理由は不詳。換算は、［28］、［30］、［31］ の50、1000、2000sukes cauと

対応する漢文面［20］、［22］の楮弊二千五百 ・五万 ・十万 との関係から

も1suke cau＝一錠鈔＝五十 ＝五十両である。この換算に関連し、五十両の

銀錠は五代から使用されていたことが知られる［Cleaves1950a,p.118,n.123;

Cleaves 1951, p.97, n.12；加藤 1925, pp.319-322；前田 1973, p.23；市丸

2002］。なお、先行研究ではここの tabinは tabunと読まれてきたが［Cleaves

1951p.55;Ligeti1972p.56］、拓本及び漢文面（楮弊二千五百 ）との対応から

tabinとするべきである。ただし、前田直典はまさに本碑漢文面の 楮幣二千五

百 がモンゴル文面の tabin sukes cauに相当することを指摘しており［前

田 1973,p.23］、tabin sukes cauは［28］にも出現することから確定的ではな

いものの、tabinと正確に読解していた可能性が高い。（毛利）

［26］ayaγ-a 碗

漢文面［20］の 杯 に対応。蒙漢対訳語彙集では 椀 （『至元訳語』器門）・

碗 （ 華夷訳語 （甲種本）器用門［HYYY1：11a4］）とされる。後述のとおり saba

と熟して用いられることが多い。（毛利）

［26］Qong-king terigun on 皇慶元年

皇慶元年は西暦では1312年に相当。皇慶Qong-kingのパスパ字音は xong-

khing［Coblin 2007,pp.111,120］。（毛利）
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［26］ dai-cang-gung u Senggeragi aγ-a 大長公主センゲラギ妃

センゲラギ妃 Senggeragi aγ-aは［2］［11］に Sengge aγ-aとして既出。

漢文面［20］では 魯國大長公主 に対応。［11］では Luu-gui-qong-guu-qui

-wun-yi-vuu-cin-siu dai-cang-gung u（魯國皇姑徽文 福貞壽大長公主）と、より

正式な称号で記される。ここでは dai-cang-gung uの直前を空格となし敬意表

現がとられている。（毛利）

［26］Sining 濟寧

済寧路は山東の南部に位置し、済州・ 州・単州の三州と属県一六県から成

る。この地は、金国滅亡後の1236年、旧金国領華北のモンゴル王公以下への分

封地分割を確定したいわゆる 丙申分撥 にさいして、コンギラト 馬家（当時

の当主はアルチン・ノヤン）に位下領として分賜された。当初は金代以来の州・県

であったが、至元六年（1269年）に済州を済寧府へ昇格、さらに至元一六年（1279

年）には済寧路へと昇格し、コンギラト家の家臣が路総管府ダルガチ以下の諸官

に任じられた。済寧路のコンギラト家位下領としての沿革については、 元史

巻九五、食貨志三、歳賜、魯国公主位の条、 元史 巻一一八、特 禅伝、道光

鉅野県志 巻二〇、金石、胡 済寧路総管府記碑 （至元二四年立石）など

を参照。コンギラトにとって、前出の応昌路・全寧路一帯のモンゴル高原東南

部が北の本貫地としての分封地であるのにたいし、山東済寧路一帯は華北の分

封地ということになる。ここでは、時のカアンの仁宗アユルバルワダの姉のセ

ンゲ・アガが、みずからの裁量でジグンテイに分地を賜っているわけだが、モ

ンゴルの位下領主が土地の分配を自由に行っていた実態を示す貴重な実例であ

る。なお、済寧路管内には曲阜を含んでおり、モンゴル時代の孔子廟の復興、

儒教の振興にコンギラト家がおおいにかかわっていたことも注目される。（古

松）

済寧 Siningのパスパ字音は dzi-ning［Coblin 2007,pp.112,122］。（毛利）

［26］［Yeu］-qoo-bu-a［?］ 堯河？

漢文面［20］との対応からは 堯河分地 に相当するはずだが、判読不能。

（毛利）

［26］γaıad 地

γaar（土地）の複数形。（毛利）
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［26］king 頃

頃 は面積の単位で百畝に相当。一畝は一歩平方×240、一歩は五尺、元代

の一尺は31.6cm［白石 2002,pp.156-157］。よって、一頃は6ha程度に相当。

頃 のパスパ字音は kyung (～kyung)［Coblin 2007,p.115］。（毛利）

［27］ni igeged それぞれ

漢文面［20］の 各一 との対応から、［8］niigedと同じく それぞれ の

意である。niigegedは niigedに使役の geが付加された形と理解されるが、こ

こでは実際には使役の意味は存在しない［Cleaves1951,p.98,n.135］。（毛利）

［27］qas ayaγ-a sabas 玉の器

漢文面［20］の 玉器 に対応。qas及び ayaγ-aは［25］、［26］に既出。sabas

は sabaの複数形。sabaは 華夷訳語 （甲種本）器用門において 器皿 とさ

れる［HYYY1：10b7］。ここでは ayaγ-a sabasで複合語を構成している。ク

リーヴスはこの点を指摘しつつも jade bowls and vasesと訳すが、ayaγ-a
 

sabaの組み合わせは 元朝秘史 では 187［SH 07：02：08, 187］等に頻見

し、二語に対し 器皿 の傍訳が付されることから、漢文面にも従い 玉（の）

器 とするのが妥当だろう。なお、sabaには朝鮮語 sabal（鉢）との関連を推定

する えもある［Poppe1950,p.579;Cleaves1951,p.98,n.134］。（毛利）

［28］Buyan-tu qaγan ブヤントゥ・カアン

仁宗アユルバルワダを指し、擡頭される。漢文面［20］の 上 に対応。（毛

利）

［28］kibutan 綵

kibが語根であり、kib＋u＋tan から構成される。uは介音であり、語義どお

りには kibを持つ の意。ここでは次の torgesとの二語で漢文面［20］の 對

衣材 に対応。kibの用例は 華夷訳語 （甲種本）衣服門に確認可能であるほか

［HYYY1：12a7］、 元朝秘史 に複数形の kibu’ud-iyarの形で確認され［SH

11：07：03, 248］、それぞれ漢文の 熟絹 に対応する。また、トプカプサラ

イ所蔵の蒙漢合璧聖旨にも kibの用例があり、漢文の 綵絹 に対応する。な

お、kibには朝鮮語からの借用語との説もある［Cleaves1950b,pp.445-6,n.25;

Cleaves1951,p.98,n.137］。（毛利）

［28］torges 絹

torgeの複数形。後舌音の torγa等の形で辞書に登録されており、torqanの
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形は 元朝秘史 に出現し、傍訳として 絲 があてられる［SH 04：17：

03, 135］。torγuの形は古代ウイグル語に見え、 クタドゥグ・ビリグ にも用

例がある［Cleaves1950b,pp.443-4,n.10;Cleaves1951,pp.98-99,n.138］。

至元訳語 衣服門では漢語 段子（＝緞子） に対してモンゴル語 禿魯哥 が

当てられる。 至元訳語 では 哥 は前舌音を表すことから、 禿魯哥 は機

械的には tuluge、実際には turgeを表すものとなるが、古典期モンゴル語で o

に該当する音が 至元訳語 では uで表される点もすでに指摘があり、 至元訳

語 の例は本碑刻の torgeと近似する例となる［長田 2000,pp.20-23,62］。そ

の他、 華夷訳語 （乙種本） 韃靼館来文 にも複数の torgeの用例が存在し、こ

こでも 段（＝緞） が訳語としてあてられる［山崎 1955,p.139］。（毛利）

［29］yeke tai-qong-taiqiu 大太皇太后

モンゴル語の yekeと漢語の 太皇太后 の音写 tai-qong-taiqiuを組み合わ

せたもので、擡頭される。［25］yeke taiqiuと同様の造語法。ここでは漢文面

［21］の 元聖太后 に対応し、ダルマバラの夫人ダギを指す。ダギはコンギ

ラト出身で、武宗ハイシャン・仁宗アユルバルワダ・魯国大長公主センゲラギ

の母（『元史』巻一一六、后妃伝）。（毛利）

［29］tabun menggu suke 五銀錠

同一の表現は［25］にも出現するが、そこでは sukeを複数形の sukesに作

る。（毛利）

［29］qibutan 綵の

［28］kibutanと同一の語彙であるが、ここでは語頭が kではなく qとなる。

古典期の正書法では避けられる qiという綴りやそれに伴う kと qの交代自体

は、本碑を含め先古典期の文献において珍しい現象ではない［Cleaves1949,pp.

95-96,n.11］。（毛利）

［29］Ci-cii terigun on 至治元年

至治元年は西暦では1321年。至治 Ci-ciiのパスパ字音は ji-ci(ji)［Coblin

2007,p.121］。（毛利）

［30］Gegegen qaγan ゲゲエン・カアン

漢文面［21］の 英宗 と対応し、擡頭される。仁宗の嫡子で1320～1323年

の約３年帝位に就く。（渡部）
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［30］Ten-li terigun on 天暦元年

天暦元年は西暦1328年に相当する。対応する漢文面［22］では 天暦初 と

書かれ元年とは明示されない。（石野）

［31］Jayaγatu qaγan ジャヤガトゥ・カアン

漢文面［22］の 文宗 と対応し、擡頭される。武宗の次子であり明宗の弟

で1329年～1332年の約４年帝位に就く。［12］に既出。（渡部）

［31］Ceu Qosang チェウホシャン

サルゲスゲブの息子の名前。漢文面ではこれに対応する表現はない。クリー

ヴスはQosang が僧侶を意味する漢語の 和尚 に由来し、Ceuは唐代の高僧

の 慧超 などから 超 の音写ではないかと推測する［Cleaves 1951,p.99,

n.148］。しかし、漢文面に対応する部分がないため具体的な漢字は確定できな

い。クリーヴスはこの名前からジグンテイの孫が僧侶であった可能性を述べる

が、おそらくはそうではない。モンゴル文面［21］を見てもわかるようにサル

ゲスゲブは幼くして父を失っている。この碑刻が立てられたのはジグンテイの

死から15年後のことであるから、サルゲスゲブは少壮の頃であろう。立碑の時

点では息子はまだ幼かったに違いない。本碑が立てられた段階でこの息子が出

家して 和尚 と呼ばれている可能性は極めて低い。なお、ホシャンという名

前は、モンゴル時代の非漢人の名前として良く見られるものである。

孫の名前がなぜモンゴル文面にだけ現れるのかは興味深い。あるいは、サル

ゲスゲブに続いてその息子も同様にモンゴルのために活躍することへの期待の

表れであろうか。（石野）

［31］bi Ge qiosi onobasu 我れ掲 斯が思うに

この部分から、［35］末尾までが漢文面の銘文と対応する。漢文面では銘文の

始まる［24］の冒頭で改行されているが、モンゴル文面では特に改行はされて

おらず、 撰者が思う という言葉を加えることで銘文の始まりを示している。

なお、 張応瑞碑 モンゴル文面では49行目途中からが銘文にあたるがやはり改

行はされない。しかし、 ヒンドゥー碑 モンゴル文面では49行目冒頭からが銘

文にあたるが、ここでは改行して区別を示している。

また、 ヒンドゥー碑 には頭韻と脚韻が用いられ、 張応瑞碑 には頭韻と

脚韻ともに見られないが単語数が整えられている部分がある。本碑刻にはその

ような特徴は見られない。（石野）
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［31］［tngri γ］a ar-un aγur 天地の気

ここから銘文が始まるが、漢文面［24］同様その旨は明言されない。［tngri γ］

は拓本では判読できず、漢文面の 天地 から補ったもの［Cleaves 1951,p.99,

n.150］。なお、漢文面には aγur（気）に対応する表現は存在しない。（毛利）

［31-32］tumen uil ed-i ober-e ober-e nigen uile-tur oqistay-a torogulun
 

a uγu. 万類の物をそれぞれ一つのことにふさわしく生み出すのであった

漢文面［24］の 萬物至衆、生之不 、各致其用。に対応する。ただし、 至

衆 不 は訳出されない。tumen uil ed-i torogul-は 勅賜興元閣碑 モ

ンゴル文面［15］にも 發生萬物 の対訳として出現する。［Cleaves 1951,p.

99,n.151； Cleaves 1952,p.102,n.123］（毛利）

［32］adalidqabasu 例えれば

漢文面［24］では明言されない。ただし、漢文面でも対応箇所は例示である。

（毛利）

［32］ucugen mod 小さな木

漢文面［24］の 椅桐 に対応。漢文面の 椅桐 も 小さな木 の意で使

用されている。コヴァレフスキーはmot（＝mod）をmodonの複数形とする

が、クリーヴスは 元朝秘史 223におけるmoci抹赤（木匠）の語の存在もあ

り［SH09：30：02, 223］、在証されないmo(n)の複数形とみなす。［Cleaves

1951,p.99,n.152］。（毛利）

［32］quγur 弦楽器

漢文面［24］の 琴瑟 に対応。quγurはトルコ語の qobuz qubuzに相当。

胡不児 (＝qubur）として 至元訳語 では 三絃子 とされる。なお、 元

史 巻七一礼楽志 宴楽之器 条には 火不思 が 琵琶のごとし として掲

載されるが、これは四絃とされる。［Pelliot 1926；Cleaves 1951,p.99,n.

153］。（毛利）

［32］yeke mod 大きな木

漢文面［24］の 松柏 に対応［Cleaves 1951,p.99,n.154］。漢文面の 松

柏 も 大きな木 の意で使用されている。（毛利）

［32］niruγun tulγ-a 脊柱を

niruγunは 元朝秘史 の傍訳に 脊 とある［SH12：24：01, 272］。tulγ

-aは tuluとして 元朝秘史 に 柱脚 とある［SH10：37：01, 245］。（渡
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部）

［32］ ayaγaγsan me［t］u 運命づけられたように

［t］は拓本からは判読できないが、文脈から問題なかろう。 運命づけられた

ように とは漢文面［24］では明言されないが、漢文面でも 相応しい関係

であることが念頭にある。（毛利）

［32］seced 賢者

漢文面［24］の 君子 に対応。 君子 はモンゴル語訳 孝経 において

は、siliγun sayid あるいは siliγu sayidと訳される。［Cleaves 1951,p.101,

n.156］。（毛利）

［32］arugdeku 心配され

漢文面［24］の 悄 に対応。arugdekuは eru-gde-kuと分析可能であり、

eru-は ヒンドゥー碑 ［53］に eruteleの形で出現する。また 元朝秘史 に

は heru-（赫魯［舌］、傍訳 愁 ）として出現する［SH 02：35：08,93など］。

［Cleaves 1949p.133,n.266； Cleaves 1951,p.100,n.155］。（毛利）

［33］γadaγalaγdaqu 戒められる

漢文面［24］の 戒 に対応。γadaγalaγdaquは qadaγalaγdaqu（監督する）

とも読めるが、クリーヴスは漢文面の 戒 との対応もあり、モスタールトの

アイデアであるγadaγaを語根とし 外に居続けられる つまり 避けられる

の意をもつと想定されるγadaγalaγdaquととる。［Cleaves 1951,p.101,n.

157］。（毛利）

［33］nasiγai morid 怠惰な馬たち

漢文面［24］の 駑駘 に対応。後世には nasiγaiの形は残らないが、コヴァ

レフスキーには naaγaiとして掲載される。また、イブン・ムハンナーの語彙

に nasiγa、ライデン語彙に nasqaiが見える。［Cleaves 1951,p.101,n.

160］。（毛利）

［33］qamtu yabuγsan ともに行った

漢文面［24］の 下随 に相当するが、漢文面の表現のほうがよりへり下っ

たものとなっている。（毛利）

［33］narasun cigores［un］yeke mod 松や柏の大木

漢文面［24］の 松柏 に対応。漢文面の 松柏 も 大木 の意で使用さ

れており、モンゴル語面では 大木 が補訳されている。同様の表現は 張応
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瑞碑 ［55］に 柏松 の対訳として narasun cigoresun mod-tuと現われる

が、これらの cigoresunの形は一般的とは言えず、コヴァレフスキーには

cugursu、 華夷訳語 （甲種本）花木門には 桧 が cigorsun（赤郭児孫）とされ

る［HYYY 1：03b8］。［Cleaves 1950a,p.131,n.323；Cleaves 1951,p.102,

n.161］なお、漢語における 柏 桧 は 柏桧 の語が存在するように、い

ずれもヒノキ科の常緑高木を指す。（毛利）

［33］ucugen ed 小さなもの

漢文面の［24］ に対応。漢文面の も 小さなもの の意で使

用されている。（毛利）

［33-34］tusigdegsen-dur-i 任じられたときには

与位格語尾 -dur/-dur:-tur/-turに -iの付いた形。この形は 張応瑞碑

（1335）に kurtegsen-dur-i［50］、 ヒンドゥー碑 （1362）に siltegen-dur-i

［52］、kurtegsen-dur-i［53］と、いくつか用例が証される［Cleaves1951,p.

101］が、今この -iをどう解すべきか成案を得ないので、ここではひとまずク

リーヴスに従い -iは inuが弱化したものと見ておく。ポッペのロシア語による

モンゴル文語文法［Grammatika Pis’menno-Mongol’skogo Jazyka, Moskva-

Leningrad,1941, str.81.］には、-iおよびその与位格に付いた -dur-iの説明

があるというが［Cleaves 1949,p.131;Cleaves 1951,p.101］未見。しかしそ

の後ポッペが英語で刊行した Grammar of Written Mongolian,3rd printing,

Wiesbaden 1974.にはその説明が見当たらない。（小野）

［34］aqui bukui sedkil-iyer kucu ogugsen a uγu ありとあらゆる心で力を

与えたのであった

aqui、bukuiともに ある、いる を示す a-、bu-に現在・未来形動詞語尾

-qu/-kuの付いたもの。kucu ogu- 力を与える はペルシア語文献にも kuc
 

dadanの並行する表現が見られるが、既に突 Kol Tagin碑に taηri kuc bar-

tuk ucun 天が力を与えたがゆえに と見えるので文献的にはテュルク語の用

例がもっとも古い。 全身全霊で仕えたのであった と訳してよかろう。（小野）

［34］amidui-dur-iyan 自分の生きているときに

ami 生命 に -duが付いた amidu 生きている、生命のある が辞書に見

える普通の形であるが、 元朝秘史 には 阿未都 amidu（傍訳 活的 ［SH02：

11：07, 78］、 命有的 ［SH06：40：05, 181］）のほかに、ここと同形の 阿未堆
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amidui（傍訳 活 190）も見られる。（小野）

［35］esi boluγad 源となって

boluγadの主語は bii tas 碑石 であるから 碑石が…となって という意

味になるが、クリーヴス、リゲティともに…にあたる語を esi 源、根元、根

幹、根拠 と見ており、ここでもひとまずはそれに従った。しかし拓本写真を

見るとこの箇所は大変読み難いながら少なくとも esiとは認め難いようである。

漢文面でこれに対応する語は 徴 一字であり、 しるしとなってあらわれる、

きざす というほどの意味であろうが、それにあたるようなモンゴル語を見出

せていないので、不明としておくべきかも知れない。（小野）

［36］ge-yi-daivu daidu-luu-duu-sunggon-vuu-yin sunggon gem tai-qing-

vuu-yin Ceu u 嘉議大夫大都路総管府の総管兼大興府尹チェウジュ？

従来属格語尾と見られていた上記２つの yinのうち、後者の yinが漢語 尹

の音写でありクリーヴスの訳は訂正さるべきことが、講読会席上で古松崇志に

よって指摘された。また２つの sunggonの後者はクリーヴス、リゲティともに

sangonと読んでおり［Cleaves 1951:56,72;Ligeti 1972:57］、クリーヴスは

これを 散官 と解したが、中国の官制から見て 大都路総管府の散官兼大興

府尹 との表現はありえず、ここは 総管府の総管 と解すべきであるから san-

gon 散官 は sunggon 総管 と読むべきであることも古松により提唱され

た。これにより従来の読みと解釈は訂正を要することになる。なお名前と想定

される部分 Ceuuの漢字復元は未決。（小野）

［36］ Qitad-un ayalγus-aca mongγol-un ayalγus-tur nayiraγulγan
 

orciγuluγad manglai-yin bicig［sel］te bici uteguskebe キタド（中国）の

ことばからモンゴルのことばに調和させ翻訳して額の文字とともに書き終え

た

キタドのことば モンゴルのことば において ことば と訳した ayalγu

は、レッシングの辞書に melody,tune;tone,intonation,lilt;pronunciation;

accent;exclamation,interjection>、モスタールトのオルドス語辞典には air
 

d’une chanson,rythme,modulation>とあるように厳密に言えば ことば と

いう意味はなく、 メロディー、音調、旋律、節、抑揚 すなわち音ないし発声

における高低強弱の連続を謂い、つまりは声に出したものを指し示している。

単なる ことば であれば ugeの語を用いれば足りるはずである。とすれば、
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この碑を刻むに際して中国語、モンゴル語いずれもまずは口頭で朗誦されたの

であろうか。漢文面とモンゴル文面両者の対応に注意する限り、モンゴル語表

現の独自性が随所に見られ、少なくとも先に書かれた漢語文を見てそれを逐一

モンゴル語に訳していったのではないように思える。動詞 nayiraγul- 調和さ

せる、合わせる で漢語からモンゴル語を作る際に逐語訳をしたのではなく、

意味内容を合わせた を示しているのだと解したい。次の動詞 orciγul-は

回す が原義であるが、 翻訳する と訳して問題はない。ここと同様の表現

は ヒンドゥー碑 （1362）にもあり、そこでは ayalγuの語は４例とも bii tas

-un ayalγus-i oqiya-という言い回しで出てくる。この 碑石の と限定の付

いた ayalγu(s）はどう理解したらよいのであろうか。普通には碑石に刻まれた

文を指すものと えられる。また［９］、［10］、［47］の用例では ayalγusに対

応する漢語は確かに 銘>となっている。だが、［10］では ayalγus-i oqiya-

が 述銘>にあたることを 慮すれば、ayalγu(s）を 最後には碑石に銘とし

て刻まれることになる文章の朗誦 と捉え、著作行為の背後に口頭での朗誦を

想定しても、あながち牽強付会とばかり言えぬのではないか。（小野）

［37］Ci-on dotuger on vuu bars il tabun sara-yin qorin nigen-dur
 

bayiγulbai 至元四年戊トラ年五月の二十一（日）に立てた

年月日の書き方について。漢文面は［26］ 時歳次戊寅至元四年五月吉日

建>。比較のため本碑と同様の漢蒙合璧碑の 張応瑞碑 （1335）、 ヒンドゥー碑

（1362）の年月日表記を引く。

張応瑞碑

［57］ Ön-tung γurban on qabur-un terigun sar-a-da>

［39］ 時元統三年歳次乙亥孟春吉日建>［９］ 元統三年春正月>

ヒンドゥー碑

［54］ Ci-cing qorin qoyaduγar on bars il arban sara-yin arban qoyar

-a bayiγulbai::>

［32］ 至正二十二年歳次壬寅十月吉日立石>

本碑ではモンゴル語では日付が 21 と明記されるのに対し、漢文では 吉日

とするのみ。 張応瑞碑 、 ヒンドゥー碑 ともに漢文面は 吉日 とされてい

るので漢文碑立石に際してまま踏襲された習慣であろう。（ただし 張応瑞碑 は

モンゴル語面も日付を欠く。）しかしこれら諸碑には、漢文が先に書かれそれにもと
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づきモンゴル文が作られた、という共通の前提が認められる。このことは例え

ば本碑［36］に、qitad-un ayalγus-aca mongγol-un ayalγus-tur nayiraγulγan
 

orciγuluγad manglai-yin bicig［sel］te biciuteguskebe キタド（中国）のこ

とばからモンゴルのことばに調和させ翻訳して額の文字とともに書き終えた

と記されることからも明らかである。それからすれば、漢文が 吉日 と記し

たところをモンゴル文では具体的な日付が書き込まれている事実は注目すべき

であろう。年月日に限らず漢文面とモンゴル語面との対応と非対応について総

合的な検討を行なえば、モンゴル文が漢文の単純訳とは決して言えないことが

判明し、両者間の関係の真相に迫れるものと思われる。

年次については、モンゴル語で Ci-on（至元）、Ön-tung（元統）、Ci-cing（至

正）と、これらの碑ではいずれも中国式年号を音写して取り入れており、その

点、クビライ時代のモンゴル語発令分では年次表記がモンゴル語動物の十二支

のみで記されているのと相違する。また 張応瑞碑 は動物十二支を欠くが、

壬寅 を bars il>と十二支のみ記す ヒンドゥー碑 に対し、本碑は 戊

寅 の十干 戊 を音写した vuu>も添えて 十干（漢字音）プラス十二支（動

物名） という構成であり、クリーヴスも “very interesting” と言うように

［Cleaves 1951,p.104］、珍しい年次表記となっている。譬えて云えばわが国

における 戊寅 つちのえとら を ぼとら と言うようなものか。のちには

モンゴル語でも十干が、木・火・土・金・水（modun,γal,sirui, temur, usun）、

ないし男女ペアの青・赤・黄・白・黒（koke/kokegcin, ulaγan/ulaγaγcin, sira/

siraγcin,caγan/caγaγcin,qara/qaraγcin）で表わされるようになるが、一方で十

干の漢字音を音写した ga,yi,bing,ding,u,gi,ging,sin,sim,guiも用いられる

ようになり、ここの例はその魁といえる。（小野）
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３．漢文面原文・訓読・口語訳・語註

〔原文〕 二字擡頭、 一字擡頭、囲み文字は拓影では不明で補ったもの

［Ｈ］大元勅賜故 諸色人匠府 魯華赤竹 公神道碑銘

［01］ 大元勅賜故中順大夫諸色人匠都總管府 魯花赤竹君之碑

［02］ 翰林待制奉議大夫兼國史院編脩官臣掲 斯奉勅撰

［03］ 章閣大學士資善大夫知經筵事臣 奉勅書

［04］ 章閣侍書學士中奉大夫同知經筵事臣尚師簡奉勅篆額

［05］ 國族有諱竹温台者、

［06］ 魯國大長公主 臣、事 魯王 不剌、甚愛幸、遂冒

［07］ 魯王族雍吉剌氏。家全寧、今 全寧人。父曰野 、有 行、 其部以

父事之。公善牧養、畜馬牛羊累鉅萬、既 其地、必謹其人、其順之

若随、其視之若遺、而不 其指麾、以畜以 、而

［08］ 己若不知、而賞罰是宜。常曰使吾得其民治之、亦猶是也。及事 魯

王、魯王以其才可大用、一府中亦交 其賢、 欲 之

［09］ 上、復念府中去是人、緩急無可使者、遂奏 管領隨路打捕鷹房諸色人

匠等戸 粮都總管府副 魯花赤、與階朝列大夫、尋進中順大夫、以

魯花赤。居府中十餘年、貨無悖

［10］ 入、亦無濫出、歳節財用五十餘萬 、公室以富、民生以遂。猶恨不

能盡其才、至治三年三月十日、年四十二、卒于京師之仁壽里。府中

如失其弟兄、境内之民如失其父母。後

［11］ 日葬城西南五里 喜嶺之麓。

［12］ 今太皇太后、魯國大長公主之女也。其

［13］ 文宗、文宗問竹温台有後否。曰、有。有子、曰撒而吉思鑑。今若干年

。遂求以充 臣、以其父賢必有賢子也。及即位、置宮相都總管府、

以 副總管、入宿衞。

［14］ 今皇帝尤愛之。詔樹碑其父之墓、以 其賢以 于後、而以文命臣 斯。

臣 惟我

［15］ 朝以仁愛立心、以廣大制國、故能臣妾天下、號令八方。凡在國人、出

一言、施一政、不待問學、亦動與古聖賢合、天運之 在如此。若公

平生、尚義而好施。飢而待其食、寒而待其衣、長
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［16］ 而待其昏嫁、没而待其喪葬者、誠不知其幾。以公之志復 之年、使

得守封疆、立廊廟、當何如也、而竟止此。然夫人阿 而氏、以盛年

而失其所天、能玉雪自守、以保其節。子撒而

［17］ 吉思鑑、以弱 而失其所 、能奮 自克、以善其 。致使

［18］ 天子賢其父以及其子、因其子以追其父、廣褒賢之典、賜述 之碑、與

元勲世臣等、不亦盛哉。最公平生所被錫 、大 三年、

［19］ 裕聖太后賜白金 二百有五十・瓊玉束 一。至大元年、

［20］ 武宗賜大珠首飾一副・白金五十 ・楮弊二千五百 ・玉杯一。皇慶元

年、 魯國大長公主割賜濟寧堯河分地五十頃及金玉器各一、 上

及后賜楮弊二千五百 ・對衣材廿、

［21］ 元聖太后賜黄金五十 ・白金二百五十 ・對衣材二十。至治初、

［22］ 英宗賜楮弊五萬 ・對衣材十。天暦初、 上及后賜楮弊十萬 。子

男一人、撒而吉思鑑。受知

［23］ 文宗、特授奉宸庫提點、歴尚功署令、進直省舎人、進宮相副總管、累

階奉訓大夫。

［24］ 天地至大、萬物至衆。生之不 、各致其用。馬不使耕、牛不使乘。

椅桐琴瑟、松柏棟 。用大而小、君子之悄。用小而大、君子之戒。

公如騏驥、下隨駑駘。公如松柏、施之 。以屈知己、

［25］ 以就任使。而誰 之、豈曰

［26］ 天子。生不盡用、 有餘榮。子孝孫賢、茲石永徴。

［27］ 時歳次戊寅至元四年五月吉日建。

〔訓読〕

（篆額）大元勅賜故諸色人匠府 魯華赤竹公神道碑銘

大元勅賜故中順大夫諸色人匠都總管府 魯花赤竹君之碑。

翰林待制奉議大夫兼國史院編脩官臣掲 斯勅を奉じて撰す。 章閣大學士資

善大夫知經筵事臣 勅を奉じて書す。 章閣侍書學士中奉大夫同知經筵事臣

尚師簡勅を奉じて篆額す。

國族に諱竹温台なる者あり、魯國大長公主の 臣たりて、魯王 不剌に事

え、甚だ愛幸せられ、遂に魯王族雍吉剌氏を冒す。全寧に家し、今ま全寧の人

と る。父は野 と曰い、徳行有りて、其部を げて父を以て之れに事う。公
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は牧養を善くし、馬牛羊を畜うこと鉅萬を累ね、既に其の地を び、必ず其の

人を謹しみ、其の之に順うこと隨うが若く、其の之を視ること遺つるが若く、

而して其の指麾を さず、以て畜い以て し、而して己は知らざるが若けれど

も、而れども賞罰是れ宜し。常に曰く 吾をして其の民を得て之を治めしむれ

ば、亦た猶お是くのごときなり と。魯王に事うるに及びては、魯王は其の才

の大いに用う可く、一府中も亦た交も其の賢を うるを以て、 ば之れを上に

ぜんと欲するも、復た府中より是の人を去らば、緩急に使す可き者無きを念

じ、遂に奏して管領隨路打捕鷹房諸色人匠等戸 粮都總管府副 魯花赤と し、

階を朝列大夫に與えられ、尋いで中順大夫に進み、以て 魯花赤と す。府中

に居ること十餘年、貨は悖りて入る無く、亦た濫りに出づる無く、歳ごとに財

用五十餘萬 を節すれば、公室は以て富み、民生は以て遂ぐ。猶お其の才を盡

くすこと能わざるを恨み、至治三年三月十日、年四十二、京師の仁壽里に卒す。

府中は其の弟兄を失うが如くして、境内の民は其の父母を失うが如し。後日、

城の西南五里の 喜嶺の麓に葬る。今の太皇太后は魯國大長公主の女なり。其

の文宗に するや、文宗問うらく、 竹温台に後有るや否や と。曰く 有り。

子有り、撒而吉思鑑と曰い、今若干年なり と。遂に求めて以て 臣に充つる

に、其父の賢なれば必ず賢子有るを以てなり。即位するに及び、宮相都總管府

を置き、以て副總管と為し、宿衞に入る。今皇帝は尤も之れを愛す。詔して碑

を其父の墓に樹て、以て其賢を し以て後を め、而して文を以て臣 斯に命

ず。臣 かに惟えらく、我が朝は仁愛を以て心を立て、廣大を以て國を制すれ

ば、故に能く天下を臣妾し、八方に號令す。凡そ國人に在りては、一言を出だ

し、一政を施すに、學を問うを待たずして、亦た動もすれば古えの聖賢と合す

るに、天運の在る所は此の如し。公の平生の若きは、義を尚び施を好む。飢え

れば其の食を待し、寒ければ其の衣を待し、長ずれば其の昏嫁を待し、没すれ

ば其の喪葬を待するは、誠に其の幾くを知らず。公の志を以て復た之に年を

し、封疆を守り、廊廟に立つるを得さしむれば、當に何如すべけんや、而れど

も竟に此れに止む。然るに夫人阿 而氏は盛年を以て其の天とする所を失うも、

能く玉雪に自守し、以て其の節を保つ。子の撒而吉思鑑は弱 を以て其の む

所を失うも、能く奮 して自克し、以て其の を善くす。天子をして其の父を

賢とし以て其の子に及び、其の子に因りて以て其の父を追し、褒賢の典を廣め、

述 の碑を賜わり、元勲・世臣と等しからしむるを致すは、亦た盛んならずや。
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公の平生被むる所の錫 を最むるに、大 三年、裕聖太后は白金を賜いて を

すこと二百有五十、瓊玉の束 一。至大元年、武宗は大珠の首飾一副・白金

五十 ・楮弊二千五百 ・玉杯一を賜う。皇慶元年、魯國大長公主は濟寧の堯

河の分地五十頃及び金玉器各一を割賜し、上及び后は楮弊二千五百 ・對衣材

廿を賜い、元聖太后は黄金五十 ・白金二百五十 ・對衣材二十を賜う。至治

の初め、英宗は楮弊五萬 ・對衣材十を賜う。天暦の初め、上及び后は楮弊十

萬 を賜う。子男一人、撒而吉思鑑。知を文宗に受け、特に奉宸庫提點を授け

られ、尚功署令を歴し、直省舎人に進み、宮相副總管に進み、階を奉訓大夫に

累ぬ。

天地は至だ大にして、萬物は至だ衆なり。之を生ずること しからずして、

各々其の用を致す。馬は耕さしめず、牛は乘らしめず。椅桐は琴瑟とし、松柏

は棟 とす。大を用って小とするは、君子の悄いなり。小を用って大とするは、

君子の戒めなり。公は騏驥のごとくして、駑駘に下隨す。公は松柏のごとくし

て、之れを に施す。以って知己に屈し、以って任使に就く。而して誰か之

れを さん、豈に天子と曰わん。生きては用を盡くさざるも、 しては餘榮有

り。子は孝にして孫は賢にして、茲の石は永えに徴とせん。

時に歳次戊寅至元四年五月吉日建つ。

〔口語訳〕

（碑額）大元が勅命によって下賜した故諸色人匠府達魯華赤竹公の神道碑銘。

大元が勅命によって下賜した故中順大夫諸色人匠都總管府 魯花赤竹君の碑。

翰林待制奉議大夫兼国史院編修官の臣掲 斯が勅命を奉じて撰述した。 章閣

大学士資善大夫知経筵事の臣 が勅命を奉じて揮毫した。 章閣侍書学士中

奉大夫同知経筵事の臣尚師簡が勅命を奉じて碑額を篆書でした。

国族に竹温台という名前の者がいた。魯国大長公主（センゲ・アガ）の 臣

で、魯王 不剌に仕えてたいへん寵愛され、そこで魯王一族の雍吉剌氏を名乗

ることを許された。全寧に居住して、今では全寧の人となった。

父の名を野 といい、徳行があったので、部族こぞって自らの父のように事

えた。

ジグンテイは牧養に優れ、馬・牛・羊を養って数万頭にまで増やしたが、彼

は放牧する適切な土地を選んだうえ、必ず適切な人に管理させると、家畜たち
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のなすがままにするかのようで、見るさまは家畜を捨てるかのようであるのに、

その指揮は乱れず、養ってその数を増やし、自分では関知していないかのよう

でいて、賞罰は適正であった。彼は、 私に民を治めさせれば、やはりこのよう

になすだろう。 と常に言っていた。

魯王に仕えるようになると、魯王は彼の才能は大きな仕事を任せるに足ると

評価していたし、王府でもみなが彼の賢さを讃えていたので、たびたび皇帝に

献上しようとしたが、王府が彼を失うと、緊急の際に用いることができる者が

いなくなることを 慮して、そこで上奏して管領随路打捕鷹房諸色人匠等戸銭

粮都総管府副達魯花赤とし、朝列大夫の位階を授け、ついで中順大夫に進み達

魯花赤となった。王府には十年余りいたが、財貨の出入は適正であり、毎年五

十万 あまりの財物を節約したので、王府は豊かになり、民の生活も安定した。

遺憾なことに彼の才能は発揮し尽くされぬまま、至治三年（1323）三月十日に

四十二歳で大都の仁寿里で亡くなった。王府ではまるで兄弟を失ったかのよう

であり、治下の民も父母を失ったかのようであった。後に彼は全寧城から西南

五里のところにある歓喜嶺の麓に葬られた。

今の太皇太后（ブダシリ）は魯国大長公主（センゲ・アガ）の娘である。彼女が

文宗に嫁いだとき、文宗（トク・テムル）は ジグンデイには後継ぎはいるのか。

と尋ねると、彼女は、 います。撒而吉思鑑という名の子がいて、今幾歳になり

ます。と答えた。かくて彼を求めて 臣としたが、それは父が賢ければかなら

ず賢い子がいるはずだからであった。文宗が即位してから、宮相都総管府を置

き、彼を副総管とした。宿衛（ケシグ）に入った。今上皇帝（トゴン・テムル）が

とりわけこれを愛した。詔が下され、その父の墓に碑を建て、それによってそ

の賢才を褒め称えて後人を教え導くよう命じ、碑文の撰述をわたくし 斯に命

ぜられた。

わたくしが思うに、我が朝は仁愛によって心を立て、寛大さによって国を治

めてきたので、天下を服属させ、八方に号令することができたのである。すべ

てモンゴル人たちは、一つの言葉を発し、一つの政事を行うときに、学問を用

いなくても、常にいにしえの聖賢と一致するのであり、天運のあるところとい

うのはこのようなものである。

ジグンテイは平生、義を重んじ施しを好んだ。飢えた者にその食事を用意し

てやり、凍える者にその衣服を用意してやり、年頃になった者にその結婚を準
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備してやり、亡くなった者にその葬式を準備してやったことなどは、まことに

数えきれないほどあった。公の志でさらに長生きさせて、もし辺境を守り、朝

廷に立つことができたならば、どのようであっただろうか。だが、けっきょく

はここまでであった。

しかし、夫人の阿 而氏は、盛年でその天とするところの夫を失ったが、よ

く白雪のように高潔に自分を守って、貞節を保った。子の撒而吉思鑑は、幼く

してたのむところの父を失ったが、よく奮い励んで自分に打ち克って、うまく

父のあとをつぐことができた。

その結果、天子が父を賢いとみなしてそれを子にまで及ぼし、子にもとづい

てそれを父にまでさかのぼらせ、その賢才を褒め称える恩典を広め、その徳行

を述べて明らかにする碑を賜って、元勲や代々の臣僚と肩をならべるまでにな

ったのは、なんと立派なことか。

ジグンテイが生涯に受けた賜与をまとめると、大徳三年（1299年）に裕聖太后

（ココジン）が銀を合計二百五十両と玉をあしらった帯一つを賜った。至大元年

（1308年）に武宗（ハイシャン）が大きな真珠つきの頭飾り一そろい、銀五十両、

紙幣二千五百 、玉杯一つを賜った。皇慶元年（1312年）に魯国大長公主（セン

ゲ・アガ）が済寧堯河の分封地のうち五十頃を分賜し、また金器、玉器それぞれ

一つを賜い、皇帝（仁宗アユルバルワダ）と皇后（アナシシリ？）が紙幣二千五百

、対衣の材二十を賜い、元聖太后（ダギ）が金五十両、銀二百五十両、対衣の

材二十を賜った。至治初年に英宗（シディバラ）が紙幣五万 、対衣の材十を賜

った。天暦初年に皇帝（文宗トク・テムル）と皇后（ブダシリ）が紙幣十万 を賜

った。

ジグンテイの息子は一人で、撒而吉思鑑である。撒而吉思鑑は文宗（トク・テ

ムル）の知遇を受け、特に奉宸庫提点を授けられ、尚功署令を歴て、直省舎人に

進み、宮相総管府の副総管に進み、官階は奉訓大夫にまで至った。

天地ははなはだ大きく、万物ははなはだ多い。万物を生ずるときにみなを同

じくはせず、それぞれにその役割を果たさせる。馬には耕させないものであり、

牛には乗らせないものである。椅や桐は琴を作るものであり、松や柏は棟木や

柱とするものである。大きな材を小さなものに用いるのは、君子が憂えるとこ

ろであり、小さな材を大きなものに用いるのは、君子が戒めるところである。

ジグンテイは駿馬のようであったのに駄馬に従い、ジグンテイは松や柏のよう
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であったのにたるきに用いられた。知己にはへりくだり、任じられた使命に赴

いた。誰がそうさせたのだろうか、まさか天子ではあるまい。生前にはその才

能を発揮しきれなかったが、没後には余栄があった。息子が親孝行で孫が賢い

からであり、この石碑が永久にその証しとなるように。時に歳次戊寅至元四年

（1338）五月吉日に建てた。

〔語註〕

［Ｈ］故

すでに亡くなった人物であることを示す表現だが、モンゴル文面には対応す

る表現はない。

［01］諸色人匠都總管府

漢文面［09］の 管領随路打捕鷹房諸色人匠等戸 粮都總管府 の省略形。

モンゴル文面［06］参照。

［01］竹君

篆額では 竹公 とする。いずれも 竹温台 の省略形。 竹 が姓であるか

のような書き方をするが、これは漢語で非漢人名を記す場合に古くからみられ

るものである。

［02］翰林待制

翰林兼国史院の属官で、正五品。定員は五名。（ 元史 巻八七、百官志三）

［02］奉議大夫

正五品の文資品（ 元典章 巻七、吏部一、 事林広記 官制類など）。

［02］國史院編脩官

翰林兼国史院の属官で、正八品。定員は十名。（ 元史 巻八七、百官志三）

［02］臣

碑石の断裂部分にあたり、拓本では読めないが、書者の 、篆額者の尚師

簡と同様、諱の前に 臣 が付せられているはずである。

［02］掲 斯

モンゴル文面［15］の註を参照。なお、漢文面［02-04］に書かれる撰者、書

名、篆額者の情報はモンゴル文面には書かれていない。

［03］奎章閣大學士

章閣は文宗が天暦二年（1329）に大都に設けたサロンである。文宗はここで
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臣下と書画の鑑賞を行なったほか、 経世大典 などの編纂も行われた。大学士

はそのトップで正二品。（ 元史 巻三三、文宗本紀二、 元史 巻八八、百官志四）。

［03］資善大夫

正二品の文資品（ 元典章 巻七、吏部一、 事林広記 官制類など）。

［03］經筵

皇帝のために特別に設けられた経史を講義するための場所。教官は翰林学士

が兼任することが多かった。

［03］

カンクリ族の出身で、著名な書法家であり楷書・行書・草書のいずれにも優

れていたことで知られる（ 元史 巻一四三、 伝）。彼の名前をどう発音するか

についてはかつて議論があり、クリーヴスは諸文献を博捜して の字体を

調査し、 ではなく が正しい文字であり、また 張応瑞碑 の漢文面

に現れる が、モンゴル語面では nau nauと表記されていることから、

k’uei k’ueiという従来の読みは誤りであると指摘した［Cleaves 1947］。しか

し、ペーター=ツィーメ・百済康義はウイグル語の 観無量寿経 の訳者名Kki

-Kkiについて 証を行った際に、クリーヴスの論に対して異議を唱える。確か

に 洪武正韻 等の韻書では の音を naoとしているが、 集韻 では k’uaiと

発音する という漢字が載せられている。何よりも重要なのは 自らが

漢文面、ウイグル語面ともに執筆した 高昌王世勲碑 では、自らの名前をKa

Kaと表記していることである。KkiKkiとの音の相違については母音交替で説

明できよう。よって、この人物の漢字表記は で、 キキ と発音すべきであ

る［ツィーメ・百済 1985］。なお、北村高が の生涯についてまとめている

［北村 1984］。

［04］奎章閣侍書學士

侍書学士は 章閣で大学士に次ぐ二番目の官職。従二品。他の官と兼任の者

が多かった。（ 元史 巻八八、百官志四）

［04］中奉大夫

従二品の文資品（ 元典章 巻七、吏部一、 事林広記 官制類など）。

［04］同知經筵事

事 字は碑石の断裂部分にあたり、拓本では読めないが、官名により補う。

［04］尚師簡
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字は虞仲、保定満城の人。 章閣学士院承旨学士同知経筵事。篆書に巧みで

あったとされ、 が撰した碑文の篆額をしばしば作成している。元史に伝は

立てられていないが、東洋文庫所蔵の乾隆 満城県志 巻九に尚師簡とその父

親である尚野の墓がともに昇賢村という県城から西北五里の所にあることが記

され、危素の撰になる尚師簡の神道碑銘の録文が収録される。この神道碑銘は

侍読学士尚師簡神道碑 として 全元文 にも収録される。（ 全元文 第四八

冊、四百四十一頁）。なお彼の父親である尚野については 元史 巻一六四に伝が

立てられ、末尾に尚師簡についての簡潔な記述がある。

［05］國族

ここでは、国人と同様にモンゴル人を指す。モンゴル文面には直接対応する

言葉はない。

［06］魯國大長公主

魯王ディウバラの妻となったセンゲ・アガのこと。改行の上、擡頭される。

［06］魯王 不剌

魯王ディウバラ。手前に二文字分の空格がある。

［06］ 臣

高貴な女性の嫁入りに付き従っていく家臣。 は諸侯に娘が嫁ぐ際に付き添

わせたその妹や従妹のこと。 史記 殷本紀 伊尹名阿衡。阿衡欲奸湯而無由、

乃為有 氏 臣。 モンゴル語面の ineに対応する。モンゴル文面［02］註参

照。

［06］魯王族雍吉剌氏

改行の上、擡頭される。

［07］野

モンゴル文面［03］の註を参照。

［07］必謹其人

必 字は碑石の断裂部分にあたり、拓本では読めないが、乾隆年間に編纂

された 熱河志 巻九七、古蹟に載せられている、断裂する以前の本碑録文に

より補う（以下、 熱河志 の参照はすべてこれに同じ）。

［07］以畜以 、而

畜以 而 の四文字は、碑石の右下部の損傷部分にあたり、拓本から確認

することができないが、 熱河志 の録文にもとづき補う。
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［08］交 其賢

賢 字は碑石の断裂部分にあたり、拓本では読めないが、 熱河志 の録文

にもとづき補う。

［08-09］數欲 之上

［09］冒頭で一字擡頭が施される 上 は、モンゴル文面［06］では degere

と訳され、 お上 の意味を持ち、特定のカアンを指すわけではない。

［09］十餘年

年 字は碑石の断裂部分にあたり、拓本では読めないが、 熱河志 の録文

にもとづき補う。

［09-10］貨無悖入、亦無濫出

礼記 大学 是故言悖而出者、亦悖而入、貨悖而入者、亦悖而出 。

［10］民生

左伝 成公十六年 民生厚而徳正。

［10］公室

君主の家族を指す。 論語 季氏 之去公室五世 、政逮於大夫四世 。、

左伝 文公七年 公族、公室之枝葉也、若去之、則本根無所庇蔭 。 モンゴ

ル文面［08］anu ortu-tur kereglekued sukes-i tugetele guicegen 彼らの府

で使う財錠を十分に行き渡らせて とあることより、ここではコンギラト 馬

家の王府を指す。

［10］京師之仁壽里

京師は大都を指すが、里名の具体的な位置は不明。モンゴル文面［09］では

Daitu balγasun（大都城）と記されるのみである。

［10-11］後日

後 の後ろにすぐに 日 を書かず、二文字分の空格が空けられている。

クリーヴスは文章が書かれた時点で撰者が大都から全寧まで亡骸を運ぶのにか

かった具体的な時間を知らなかったため、空白のまま残したと推測する

［Cleaves 1951,p.45,n.55］。

［11］五里

モンゴル文面では全寧府城から歓喜嶺までの具体的な距離は示されていない。

［12］今太皇太后

立碑当時の太皇太后ブダシリ、モンゴル文面［11］の註を参照。
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［13］宮相

宮相 の二字は、碑石の断裂部分にあたり、拓本では読めないが、 熱河志

の録文にもとづき補う。

［13］今若干年矣

モンゴル文面には対応する語がない。

［13］入宿衞

宿衛はモンゴル語 kesigの漢語意訳、音訳は 怯 。サルゲスゲブがトク・

テムルのケシグに入ったことについては、モンゴル文面［13］を参照。

［15］國人

元代漢語文献にあらわれる 國人 とは、モンゴル人を指す。モンゴル文面

［17］ではMongγol irgenと訳す。

［15］所在

所 字は、碑石の断裂部分にあたり、拓本では読めないが、 熱河志 の録

文にもとづき補う。

［16］復 之年

左伝 公二十八年 侯在外十九年 、而果得 國。險阻艱難備嘗之 、

民之情偽、盡知之 。天 之年、而除其害。

［16］立廊廟

後漢書 申屠剛伝 軍以布衣為郷里所推、廊廟之計、既不豫定、［李賢注：

廊、殿下屋也。廟、太廟也。國事必先謀於廊廟之所也。］動軍發 、又不深料。

［18］元勲世臣

元勲は国のために大功を立てた人物を言うが、ここではモンゴル・ウルス建

国のさいの功臣の家柄を指す。いっぽう世臣は代々モンゴルに仕えてきた家柄

を言う。 孟子 梁恵王章句上 孟子見 宣王曰、所謂故國者、非謂有喬木之謂

也、有世臣之謂也。 にもとづく。

［19］裕聖太后

チンキムの夫人ココジンを指す。モンゴル文面［25］註を参照。

［19］白金

漢語の 白金 には複数の意味が存在するが、モンゴル文面［25］にmenggu

とあるようにここでは銀のこと。

［19］束帶
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束 は一般的に 官服 の意にもなりうるが、モンゴル文面で対応部分

が buse（ベルト）とされることと照らせば、そのまま 帯 の意でとってよいだ

ろう。

［20］首飾

漢語の 首飾 は首飾りではなく頭につける飾りの意。

［20］魯國大長公主

［06］で一字擡頭されるのと異なり二字空格が施される。

［20］楮弊二千五百

楮弊 は紙幣のこと。具体的には中統鈔を指すと えられる。

［20］上及后

［09］の 上 が一字擡頭されるのに対し、ここでは二字空格が施される。

モンゴル文面［28］のブヤントゥ・カアン Buyan-tu qaγanに対応し、皇慶の

年号からもここでは仁宗アユルバルワダを指す。モンゴル文面には 后 に対

応する表現は見られない。

［20］ 對衣材廿

この五字は碑石の断裂部分にあたり、拓本からは確認できないが、 熱河志

により補う。 對衣材 は見慣れない表現だが、宋代の文献に、しばしば 衣一

對 なる表現がみられることより（ 范太史集 巻六、謝賜対衣金帯鞍馬表 臣某言、

伏蒙聖慈、特賜衣一對・金腰 一條・金鍍銀鞍一副・馬一匹者 ）、 一対の衣の材 の

意であろう。モンゴル文面の kibutan torgesに対応することから具体的には絹

のことである。

［21］元聖太后

ダルマバラの夫人ダギを指す。モンゴル文面［29］註を参照。

［22］天暦初

天暦元年は文宗トク・テムルの年号であり1328年にあたるが、［10］ にある

ようにジグンテイは至治三年（1323年）に死亡している。ここは追贈を指すか。

［22］上及后

二字空格が施される。モンゴル文面［31］の Jayaγatu qaγan（ジャヤガトゥ・

カアン）に対応し、天暦の年号からもここでは文宗トク・テムルを指す。［20］

と同様に、ここでもモンゴル文面には 后 に対応する表現は見られない。ト

ク・テムルの后はブダシリ、モンゴル文面［11］註を参照。
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［23］宮相副總管

サルゲスゲブの宮相都総管府副総管（＝ 宮相副總管 ）への任命はモンゴル文

面［13］に既出。

［23］奉訓大夫

元史 巻九一、百官志によれば文散官の従五品である。

［24］天地至大、萬物至衆

荘子 天地第一二 天地雖大、其化 也。萬物雖多、其治一也。

これ以降は明らかに銘文でありそのため改行もされているが、その旨の明示

は存在しない。なお、銘文の踏まえる典拠についてはすでにクリーヴスが多く

の指摘をしており、一々示さないが以下の注釈でも大いに参 にしている

［Cleaves1951］。

［24］椅桐琴瑟

椅 ・ 桐 は小さい家具や楽器を作るのに使用される木材。 琴 ・ 瑟 は

いずれも琴（こと）。ここでは 椅桐 が 琴瑟 という小さなものにふさわし

い材であることから適切な対応を表している。以下の表現を踏まえるものであ

る。

詩経 風・定之方中 樹之榛栗、椅桐梓漆、爰伐琴瑟。

なお、以下の大小に関する比喩はモンゴル文面［32-33］では直截に述べられ

る。

［24］松柏

松柏 は漢文において頻見する表現だが、通常は 松（マツ）・ 柏（コノテ

ガシワ） それぞれの常緑樹としての性質から繁栄・節操等を象徴する。以下の

例を参照。

論語 子罕第九 子曰、歳寒、然後知松柏之後彫也。

ここでは、恐らくそのニュアンスも含みつつも、次項 棟 のような大き

なものを作るのに適切な木材としての意味で用いられている。

［24］棟

棟とも。 棟 は棟木、 は柱。ここでは 琴瑟 と対照させて大きな

ものを表すほか、それぞれ家屋の構造の最重要な部分であることから重臣の比

喩ともなり、後出の とも対照されている。棟梁。

中郎文集 巻八、表太尉董公可相国 補佐重臣、國之棟 。
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［24］用大而小

大器小用 あるいは 大材小用 に通ずると思われる。

後漢書 辺譲伝 大器之於小用、固有所不宜也。

［24］君子之戒

君子 と 戒 の組み合わせとしては以下の例あり。

周易 下経、萃 君子以除戎器、戒不虞。

［24］公如騏驥、下隨駑駘

騏驥 は駿馬、 駑駘 は駄馬。ここではそれぞれ才能の比喩として使用さ

れる。 騏驥 と 駑駘 の組み合わせとしては以下の例あり。

楚辞 九辯第五段 却騏驥而不乘 、策駑駘而取路。

［24］

・ はともに たるき の意。二字を組み合わせて使用する場合は

ここでの用例とは逆に の順で出現することが多い。ここで と

するのは、銘文における押韻上の必要によるものである可能性がある。

は家屋の重要な位置を占めることから重要人物を指す一方、 棟 や に比

して重要性が劣ることからそれに次ぐ補佐役の比喩ともなり、ここでは後者の

意。

元 長慶集 巻三一、上門下 相公書 及其 相也、構致群材、使棟梁

、咸適其用。

［24］己

己 字は拓本からは確認できないため、 熱河志 により補う。

［25-26］而誰爲之豈曰天子

この八文字に対応する言葉はモンゴル文面には見られない。なお、 天子 は

改行して二字擡頭される。この天子が具体的なカアンを指すかどうかは不明。

［27］吉日

モンゴル文面では 21日 と日付が明記される。モンゴル文面［37］註を参

照。
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